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行
し
て
い
た
日
刊
紙
で
あ
り
、
当
時
私
（
副
島
）
は
そ
ち
で
あ
る
。
統
一
教
会
の
政
治
団
体
、
国
際
勝
共
連

合
の
梶
栗
玄
太
郎
理
事
長
以
下
が
、
統

一
教
会
の
日

刊
紙
を
発
行
し
て
い
た
新
聞
社
を
襲

っ
た
。

理
由
は

唐
手
つ
か
い
を
含
む
約
百
人
の
男
た
ち
が
、
東
京

の
渋
谷
に
あ
る
九
階
建
て
の
ピ
ル
の
哀
口
に
は
い
っ

た
。
昭
和
五
十
八
年
十
月
一
日

の
正
午
で
あ
る
。
世

界
日
報
と
い
う
さ
さ
や
か
な
新
聞
社
が
、
こ
の
ピ
ル

の
三
階
以
上
の
四
つ
の

フ
ロ
ア

に
あ
る
。
侵
入
者
た

ち
は
暴
力
を
ふ
る
っ
て
社
を
占
拠
し
、
役
員
を
長
時

間
監
禁
し
て
、
十
名
ほ
ど
の
社
員
に
負
傷
を
負
わ
せ

た
。
こ
の
事
件
は
一

部
の
新
聞
に
報
道

さ
れ
た
の

で
、
ご
存
じ
の
読
者
も
あ
る
と
思
う
。

世
界
日
報
は
、
世
間
に
様
々
の
話
題
を
投
げ
て
来

た
統
一
教
会
1

世
界
基
督
教
統
一
神
霊
協
会
ー
の
発

暴
力
を
ふ
る
っ
て
占
拠

の
編
集
局
長
を
つ
と
め
て
い
た
。
そ
の
前
年
ま
で
は

私
は
統
一
教
会
本
部
広
報
局
長
も
兼
務
し
て
お
り
、

教
会
の
方
針
を
決
定
す
る
最
高
決
議
機
関
の
十
二
人

の
局
長
会
議
の
メ

ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
。
ま
た
同

僚
の
井
上
博
明
は
、
統

一
教
会
の
四
国
プ
ロ
ッ
ク
長

（
四
国
全
域
の
責
任
者
）
を
経
て
、
当
時
は
世
界
日

報
社
の
営
業
局
長
の
要
職
に
い
た
。

統
一
教
会
と
い
う
よ
り
、
「
原
理
運
動
」
と

い
っ

た
方
が
、
あ
る
い
は
ご
理
解
が
容
易
か
も
知
れ
な
い

（
原
理
運
動
は
統

一
教
会
の
学
生
組
織
を
さ
す
の

だ

が）
。
と
に
か
く
侵
入
し
て
暴
力
を
ふ
る
っ
た
の
も

そ
の
「
原
理
運
動
」
、
す
な
わ
ち
統
一
教
会
の
男
た

私
た
ち
が
世
界
日
報
を
、

一
般
知
識
人
の
読
む
に
た

え
る
新
聞
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。

昭
和
四
十
九
年
一
月
一
日
、
世
界
日
報
は
統

一
教

会
の
教
祖
で
あ
る
韓
国
人
「
文
鮮
明
氏
」
の
指
示
で
、

統
一
教
会
と
勝
共
連
合
の
出
資
に
よ

っ
て
一

般
紙
を

目
標
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
う
節
単
に
日

刊
紙
が
で
き
る
わ
け
は
な
く
、
世
界
日
報
は
創
刊
以

来
六
年
間
、
宗
教
団
体
で
あ
る
統
一
教
会
の
一
機
関

紙
部
門
と
い
う
状
態
か
ら
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
事
実
社
員
は
す
べ
て
統
一
教
会
の
会
員
で
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これが「統一教会」の秘部だ

あ
っ
た
し
、
経
営
的
に
も
欠
損
は
全
額
、
統
一
教
会

に
補
填
し
て
も
ら
う
と
い
う
事
態
が
延
々
と
続
い
て

、
こ
。

し

t創
刊
か
ら
六
年
後
の
昭
和
五
十
五
年
十
月
、
私
と

井
上
博
明
が
入
社
し
た
時
は
、
有
料
購
読
部
数
が
約

七
千
部
し
か
な
く
、
毎
月
六
千
万
円
の
欠
損
を
統
一

教
会
に
補
填
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
維
持
し
て
ゆ
く

こ
と
が
で
き
な
い
新
聞
で
あ
っ
た
。
背
後
に
統
一
教

会
、
勝
共
連
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
一

般
に
評

価
さ
れ
て
い
る
学
者
、
文
化
人
の
寄
稿
は
な
か
っ

た
。
自
ず
と
執
筆
者
は
限
定
さ
れ
、
松
下
正
寿
氏
、

福
田
信
之
氏
、
入
江
通
雅
氏
と
い
う
統
一
教
会
の
学

者
組
織
で
あ
る
「
世
界
平
和
教
授
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の

会
員
や
、
広
田
洋
二
氏
、
弘
津
恭
輔
氏
な
ど
の
勝
共

連
合
の
顧
問
に
依
存
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
厳
し
い
決
断
を
迫
ら
れ
た
。
一
宗
派
の

宣
伝
紙
で
は
な
く
一
般
紙
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
以

上
、
編
集
権
と
経
営
権
の
独
立
を
保
持
し
、
一
宗
派

や
特
定
の
政
治
団
体
に
偏
し
な
い
紙
面
作
り
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

は
以
下

の
よ
う
な
方
針
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
日
報
の
紙
面
を
統
一
教
会
、
勝
共
連
合
の
布

教
、
宣
伝
に
用
い
な
い
。
統
一
教
会
、
勝
共
連
合
と

こ
れ
に
関
連
す
る
団
体
の
報
道
は
原
則
と
し
て
他
紙

な
ぜ
訣
別
し
た
の
か

と
同
程
度
に
扱
う
。
事
情
に
よ
っ
て
は
他
紙
よ
り
も

控
え
め
に
取
り
扱
う
。
た
だ
し
論
調
は
サ
ン
ケ
イ
新

聞
よ
り
も
強
い
反
共
、
愛
国
の
方
向
を
と
る
。
こ
れ

に
よ
り
出
資
者
で
あ
る
統
一
教
会
と
勝
共
連
合
に

は
、
自
由
主
義
陣
営
の
擁
護
と
日
本
の
共
産
化
を
防

衛
す
る
と
い
う
点
で
間
接
的
に
寄
与
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

私
は

こ
の
基
本
姿
勢
を
社
員
に
周
知
徹
底
さ
せ
、

こ
れ
ま
で
は
世
界
日
報
に
登
場
す
る
こ
と
の
な
か
っ

た
学
者
、
文
化
人
の
説
得
に
あ
た
っ
た
。
時
と
共
に

そ
の
成
果
が
あ
が
り
、
武
藤
光
朗
氏
、
勝
田
吉
太
郎

氏
、
．
林
健
太
郎
氏
、
田
中
美
知
太
郎
氏
、
草
柳
大
蔵

氏
、
加
藤
寛
氏
、
竹
山
道
雄
氏
、
尾
崎
一
雄
氏
な
ど

多
数
の
著
名
な
知
識
人
が
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
加
え
て
源
田
実
氏
の
「
風
な
り
や
ま
ず
」
と
村

お
き
つ
ぐ

上
元
三
氏
の
「
田
沼
意
次
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
は

企
画
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
強
力
な
連
載
小
説

が
続
き
、
部
数
拡
大
の
大
き
な
戦
力
に
な
っ
た
。

一
方
、
報
道
の
面
で
は
昭
和
五
十
七
年
、教
科
書
検

定
報
道
の
際
、
そ
の
誤
報
を
真

っ
先
に
指
摘
し
て
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
の
あ
り
方
に
笞
鐘
を
嗚
ら
し
、
「
悪
魔

の
飽
食
」
の
写
真
誤
用
事
件
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

で

は
、
言
論
機
閃
の
倫
理
問
題
を
問
い
質
し
た
。

さ
ら

に
昭
和
五
●
八
年
に
入
っ
て
は
、
レ
フ
チ
ェ
ン
コ
事

件
報
道
で
い
ち
は
や
く
k
G
B
の
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
を

割
り
出
す
と
い
う
ス
ク
ー
プ
が
あ
り
、
そ
の
国
際
的

陰
謀
を
摘
発
す
る
先
陣
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
ら
の
報
道
の
成
功
は
、
世
界
日
報
が
他
の
週
刊
誌
、

月
刊
誌
に
引
用
さ
れ
る
と
い
う
現
象
を
生
み
、
知
名

度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
さ
ら
に
竹
村
健
一
氏
と

渡
部
昇
一
氏
が
世
界
日
報
を
テ
レ
ピ
で
紹
介
す
る
と

い
う
こ
と
が
あ
り
、
全
国
か
ら
購
読
申
し
込
み
が
殺

到
し
た
。

経
営
の
正
常
化
を
可
能
に
し
た
の
は
、
有
料
購
読

部
数
の
増
加
と
社
内
の
合
理
化
だ
っ
た
。
営
業
局
長

井
上
博
明
は
当
初
十
店
舗
し
か
な
か
っ
た
販
売
店
を

三
年
後
に
は
七
十
四
店
舗
ま
で
増
設
し
、
有
料
購
読

部
数
を
七
千
部
か
ら
三
万
五
千
部
ま
で
引
き
あ
げ

た
。
ま
た
、
二
百
人
余
の
大
幅
人
員
削
減
と
二
億
円
余

の
売
掛
金
回
収
も
三
年
が
か
り
で
完
了
し
た
。
こ
う

し
た
経
営
努
力
に
よ
り
、
祉
界
日
報
へ
の
統
一
教
会

と
勝
共
連
合
の
援
助
金
は
完
全
に
停
止
し
た
。
次
に

着
手
し
た
の
は
、
統
一
教
会
会
員
が
社
員
の
大
部
分

を
占
め
る
異
常
な
社
員
構
成
を
修
正
す
る
こ
と
だ
っ

た
。
こ
れ
は
世
界
日
報
が
新
聞
協
会
に
加
盟
す
る
た

め
の
条
件
だ
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら

は
思
い
き
っ
て
社
員
の
一
般
公
募
を
開
始
す
る
こ
と

こ
し
こ
。

t

1

 

し
か
し
そ
の
自
由
な
言
論
機
関
を
と
い
う
私
た
ち

の
理
想
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
．
統

一
教
会
と
勝
共

連
合
が
、
突
然
、
世
界
日
報
に
全
面
介
入
し
て
き
た

の
で
あ
る
。
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こ
の
暴
力
事
件
や
批
界
日
報
乱
入
、
占
拠
車
件
の

際
の
社
員
に
対
す
る
傷
害
、
暴
行
事
件
な
ど
に
つ
い

て
は
渋
谷
署
に
目
下
告
訴
中
だ
が
、
そ
の
暴
力
を
行

使
し
た
当
人
の
梶
栗
勝
共
連
合
理
事
長
が
世
界
H
報

の
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
宗
教
団
体
を
代
表
す
る
と
自
祢
す
る

人
々
が
、
己
れ
の
利
益
の
た
め
に
世
界
日
報
を
占
拠

し
、
私
物
化
し
よ
う
と
す
る
や
り
方
に
絶
塑
し
て
社

を
去
っ
た
が
、
新
役
員
を
み
る
と
、
統
一
教
会
と
勝

共
連
合
の
役
只
が
世
界
日
報
の
役
員
を
独
占
し
て
お

り、

そ
”
}
に
政
治
団
体
国
際
勝
共
連
合
と
宗
教
法
人

統
一
教
会
の
宣
伝
の
た
め
の
「
機
関
紙
化
L

の
意
阿

が
明
瞭
に
で
て
い
る
。

そ
の
後
、
事
件
の
前
年
ま
で
統
一
教
会
本
部
広
報

局
長
を
つ
と
め
．
教
会
の
幹
部
で
あ
っ

た
私
は
、
井

上
博
用
と
共
に
教
会
か
ら
除
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
む
し
ろ
私
た
ち
の
方
が
．
す
で
に
長
く
抱
い

て

き
た
統
一
教
会
へ
の
信
頼
を
急
速
に
失
っ
て
来
て
い

た
。
何
よ
り
も
私
た
ち
を
そ
う
さ
せ
た
の
は
、
あ
れ

ほ
ど
敬
慕
し
て
い
た
「
文
鮮
明
氏
」
と
久
保
木
修
己

（
克
光
と
改
名
）
日
本
統
一
教
会
長
へ
の
、
ぬ
き
ざ

し
な
ら
ぬ
失
望
．
疑
惑
の
深
ま
り
で
あ
っ
た
。
と
く

に
、
祉
界
H
報
の
暴
力
車
件
も
、
梶
栗
理
事
長
ら
に

暴
力
を
ふ
る
え
と
命
令
し
た
の
は
「
文
鮮
明
氏
」
自

身
で
あ
り
、
久
保
木
会
長
が
そ
の
こ
と
に
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
私
た

「
愛
の
マ
グ
ロ
釣
り
研
修
」
と
は

け
つ
ぺ
つ

ら
の
統
一
教
会
か
ら
の
訣
別
を
決
意
さ
せ
る
、
決
定

的
要
因
と
な

っ
た
。

世
界
日
報
暴
力
事
件
が
「
文
鮮
明
氏
」
の
指
示
に

基
づ
い
た
と
い
う
証
拠
資
料
は
あ
る
。
事
件
二
日
後
、

教
会
本
部
が
全
国
の
組
織
幹
部
に
あ
て
て
出
し
た

「
世
界
日
報
事
件
に
つ
い
て
の
対
応
」
と
い
う
指
示

も
そ
れ
だ
。

「
九
月
下
句
訪
米
し
た
梶
栗
理
事
長
に
、
天
よ
り
、

世
日
を
大
掃
除
し
、
人
事
を
一
新
せ
よ
、
と
の
命
が

下
さ
れ
ま
し
た
。
天
の
悲
し
み
と
公
憤
は
甚
し
く

『
信
仰
の
伝
統
基
準
を
破
壊
す
る
も
の
は
許
さ
れ
な

い
。
た
と
え
新
聞
を
一
ヶ
月
い
や
三
ヶ
月
休
刊
し
て

も
、
そ
の
損
失
よ
り
天
の
伝
統
を
確
立
す
る
こ
と
の

方
が
菫
要
で
あ
る
』
と
の
み
言
を
頂
き
、
新
人
か
ヂ
と

し
て
梶
栗
理
屯
長
が
批
日
の
新
社
長
：
．．
．．
 
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
久
保
木
会
長
に
泄
日
問
起
を
根

こ
そ
ぎ
整
理
し
、
新
人
市
を
行
う
よ
う
に
と
の
初
沿

示
が
あ
り
ま
し
た
」

こ
こ
で
の
「
天
」
と
は
、
も
ら
ろ
ん
1

文
鮮
明
氏
」

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
暴
力
を
ふ
る

っ
た
張
本
人
で

あ
る
梶
栗
氏
も
J
そ
れ
が
「
文
鮮
明
仄
」
の
指
示
で
あ

っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
梶
栗
氏
は
事
件
か
ら
四

日
目
の
十
J
l
五
日
に
、
i
i
t
界
日
報
の
社
員
を
統
i
教

会
本
部
に
集
め
次
の
よ
う
な
潮
説
を
行
っ
て
い
る。

「
な
ぜ
私
が
世
界
日
報
ヘ
カ
で
も
っ
て
こ
れ
を
占
拠

し
た
か
．
，
．．．
．
 
九
月
二
十
三
日
十
時
二
十
五
分
、

イ
ー

ス
ト
ガ

ー
デ
ン
（
ニ
コ

ー
r
ー
ク
に
あ
ろ
「
文
鮮
明

氏
」
の
私
邸
）
の
お
父
さ
ま
（
ょ
又
鮮
明
氏
L

の
ご

と
）
の
前
で
世
界
日
報
の
人
事
発
令
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
人
事
発
令
を
中
し
あ
げ
る
。．共
同
社
長
石
井
光

治
（
統
一
教
会
の
四
任
役
員
）
、
梶
束
玄
太
郎
（
勝
共

連
合
理
市
長
）
：
．．．．． 
副
社
長
国
時
昭
彦
（
国
際
肋
共

連
合
機
関
紙

「
思
想
新
聞
L

の
元
編
集
長
）
：
；
．，・ニ

十
七
日
、
椛
界
日
報
に
関
す
る
会
議
が
行
わ
礼
た
。

そ
こ
で
（
「
文
絆
明
氏
」
か
ら
）
こ
の
世
界
日
報
の
問

題
解
決
の

一
切
の
責
任
を
石
井
及
び
梶
栗
両
社
長
に

一
任
さ
れ
た
。

．．
 
，
：
二
十
八
日
午
後
五
時
成
田
に
到

着
、
；
．
，
；
九
時
か
ら
会
長
（
久
保
木
亮
光
の
こ
と
）

を
中
心
に
〈
ご
べ
を
開
い
た
・
'
.. ,
L
 

「
三
十

n
に
社
長
、
副
社
長
不
在
の
と
き
、
通
知
む

な
く
こ
の
よ
う
な
会
謡
を
し
て
、
役
員
会
議
と
称
す

る
の
は
二
人
（
副
島
と
井
上
）
が
か
っ
て
に
や
：
に

陰
謀
の
会
諮
に
よ
っ
て
、
…
•
•
•
お
父
さ
ま
（
「
文
鮮

明
氏
L

の
こ
と
）
の
許
可
な
く
本
人
も
知
ら
な
い
と

こ
ろ
で
解
任
し
、

自
分
が
（
副
島
の

こ
と
）
代
表
取

締
役
に
な
る
：
•
•
•
この
会
社
（
懺
界
日
報
）
は
統
一

教
会
か
ら
離
れ
、
も
は
や
独
立
し
た
別
の
会
社
に
な

品
質
を
誇
る

広

島

の

酒

贔
鈴
キレイ
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BIG2 

バッキー白片
大橋節夫

喰一

暉⑥傲沢IJ炒

御 A

パッキ・ー白片 大橋節夫

7月27日（金）

28日(±)

ディナー 6:00p.m.~8 : 00p.m. 
ショー 8: 00p.m.~9 : 00p.m. 

会場 ：ローズルーム

出演 ：バッキー白片

大橋節夫他
演奏：アロハ・ハワイアンズ

料金 ：15,000円
（ディナ・ー・税・サービス料共）

ご予約は宴会予約課で

し 承っております

青 ー
鴫l

・

,

 .
.
.
.
 

しノ
1
1

前
＿
ナ

52
しろ
＜

＇―

菜
正

氣
ス
④三

（
て
し
立
？
。

も
は
や
統
一
教
会
は
会
社
（
臣
界
日

報
）
全
体
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪

事
実
が
明
確
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
上
待
っ
こ
と
は
で

き
な
い
・
・
・
・
・
」
そ
れ
て
刊
界
日
報
社
を
襲
屹
し
に
ど

い
う
の
で
あ
る
。

宗
敦
組
巌
に
と
9

,

J
、
孜
祖
の
存
在
は
氾
対
て
屯

り
．
信
者
に
対
す
令
乙
の
杵
力
は
祀
火
て
あ
る
し

1

か
し
、
教
祖
を
頂
点
と
し
、
そ
の
教
淡
に
固
く
却
仏

は
す
る
が
記
山
界
各
国
に
韻
織
い
を
も
つ
統
一
教
会
は
・

そ
れ
そ
れ
が
会
長
の
い
る
出
一
の
組
紹
と
し
て
：
合

国
の
状
況
に
応
し
て
活
助
を
つ
づ
け
て
来
た
の
て
わ

る
。
と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
問
に
か
、
日
本
国
内
の
椋

一
教
会
の
活
動
が
、
次
第
に
久
保
木
会
長
を
長
と
す

る
日
本
統
一
教
会
の
決
定
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

す
べ
て
ア
ノ
リ
カ
に
い
る
「
文
鮮
明
氏
，
の
直
接
指

示
に
よ
っ
て
な
さ
れ
は
じ
め
た
。

「世

H
事
件
に
つ
い
て
の
対
応
L

の
指
示
の
中
で
、

私
た
ら
の
「
反
逆
行
杓
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
「
天

の
召
命
に
応
せ
ず
．
怯
報
管
坪
，
＇
てr
,
'の
み
“
•
i
i
い
が
ド

燐
よ
で
伝
わ
ら
な
い
」
な
と
コ
肛
仰
の
伝
統
か
J
破
壊
す

る
L

と
凸
い
て
い
る
。
「
入
の
召
命
に
応
ぜ
ず
L

の目｛

休
的
内
容
と
し
て
「
最
近
で
は
、
没
の
マ
グ
ロ
釣
り

研
修
を
ぷ
イ
コ
ソ
ト
し
た
」
こ
と
を
治
げ
て
い
る
，

ー
→
父
の
マ
グ
ロ
幻
り
研
修
」
と
は
．
—
_
文
経
~
明
氏
＇

公
ぼ
仁
＇．

ア
メ

リ
カ

＿
・
ボ
＂
．
ト
ン
沖
文
、
マ
グ
ロ
釣

り
漁
船
に
叶
部
を
q1

一
．
四
人
ず
〖
、
交
代
て
の
せ
て
マ

グ
ロ
対
り
を
や
ら
せ
、
ッ
て
の
船
＇
工
や
宿
合
で
訓
話
名

た
仁
き
込
む
と
い
う
、
実
利
と
兼
ね

r
ハ＇，．．こたマ

グ
ロ
は
教
会
糸
の
漁
菜
会
社
に
回
す
）
一
石
二
島
の

一
風
変
っ
た
袢
部
研
修
で
あ
る
。
そ
の
マ
グ
ロ
釣
＂＇

の
働
き
ぶ
り
を
見
て
、
人
事
替
え
も
行
わ
れ
る
。
つ
t

れ
と
「
文
鮮
明
氏
」
ぱ
孟
眼
に
よ
る
人
布
1
1
と
説
明
し

て
い
る

3

昨
年
も
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
日
本
か
ら
約

七
十
名
の
幹
部
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、
こ
の
マ
グ

ロ
釣
り
研
修
に
参
加
さ
せ
ら
れ
、
う
ち
二
十
人
が
ア

／
リ
カ
ヘ
の
人
打
異
動
を
発
令
さ
れ
／
，
言
葉
も
不

自
由
な
ア
ノ
リ
ク
に
突
如
や
ら
さ
れ
．
教
会
系
の
会

社
や
日
本
料
促
比
な
と
で
経
済
活
劫
に
つ
か
さ
れ

て
．
い
ま
そ
れ
ら
の
人
た
ら
ば
苫
ガ
ー
一
J
い
る
だ
ろ

う
と
思
う
a

た
し
か
に
、
私
も
J
の
「
グ
U

釣
り
研
修
参
加
者

リ
ス
ト
」
入
、
て
い
た
。
し
小
ー
、
私
は
．
日
刊
紙

で
あ
る
世
料
日
報
の
糾
染
局

L

訳
”
―
｛
一
‘
|
日
も
マ

グ
ロ
釣
り
研
修
の
た
め
に
監
均
た
は
利
9
1
1
/
9
こ
と
は
、

新
聞
づ
く
り
に
支
抑
を
米
す
と
考
え
た
＂

こ
れ
よ
で
、
私
は
日
木
統

一
教
会
の
幹
部
の
一
人

と
し
て
組
綿
の
決
定
に
従
い
｀
か
つ
て
は
統
一
教
会

本
部
広
報
局
艮
、
あ
る
い
は
や
は
リ
「
文
鮮
明
氏
L

が
総
裁
を
兼
ね
る
国
際
文
化
財
団
（
こ
の
援
助
で
つ

く
ら
れ
た
学
者

・
文
化
人
組
牒
が

7

世
界
平
和
教
授

ア
刀
デ
、
、
・

ー
し
）
の
事
務
局
長
な
と
と
し
て
懸
命
に

働
き
、
さ
ら
に
世
界
日
報
の
編
集
局
長
に
な
っ
て
か

ら
は
、
社
会
の
公
器
と
し
て
の
役
割
を
呆
す
一
般
紙
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昨
年
十
二
月
末
、
朝
日
新
聞
が
世
界
日
戟
事
件
と

私
の
統
一
教
会
批
判
の
動
き
を
記
事
に
し
、
そ
の
見

出
し
に
「
韓
国
色
濃
い
儀
礼
」
と
つ
け
て
い
た
。
そ

の
文
中
で

「
統
一
教
会
は
キ
リ
ス
ト
教
の
完
成
を
め

ざ
す
世
界
宗
教
の
は
ず
。
し
か
し
文
師
の
考
え
で
、

儀
式
の
服
装
、
拝
礼
、
用
語
な
ど
韓
国
色
が
強
す
ぎ

る
。
欧
米
で
は
、
人
事
も
韓
国
人
が
偏
重
さ
れ
て
い

る
。
日
本
人
と
し
て
改
善
の
必
要
を
感
じ
て
い
た
L

と
い
う
趣
旨
の
私
の
談
話
を
載
せ
て
い
た
。
そ
の
私

の
気
持
は
今
い
っ
そ
う
強
く
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば

、
先
に
引
用
し
た
「
世
日
事
件
に
つ
い

て
の
対
応
」
と
い
う
指
示
の
中
で
「
こ
れ
ら
の
事
実

日
本
語
版
か
ら
削
除
さ
れ
た
個
所

と
し
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
、
教
会
の
底
力
と
な
っ

て
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
考
え
で
、
努
力
を

直
ね
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
あ
く
ま
で
言
論
機
関
と

い
う
原
則
を
守
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
統

一
教
会
員
が
多
数
を
占
め
て
は
い
る
が
、
世
界
日
報

社
内
で
は
宗
教
上
の
礼
拝
を
社
員
に
は
さ
せ
な
い
と

い
う
思
い
切
っ
た
指
示
を
出
し
、
そ
れ
を
守
ら
せ
て

き
た
。
私
が
入
社
す
る
前
は
、
役
員
会
謙
や
編
集
会

議
の
前
後
に
全
員
で
「
文
鮮
明
氏
」
を
讃
え
る
お
祈

り
を
し
て
い
た
。
そ
う
い
う
こ
と
も
、
「
文
鮮
明
氏
」

に
忠
実
な
日
本
教
会
幹
部
た
ち
の
反
感
を
招
い
た
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
私
た
ち
が
反
逆
行
為
を
行
っ
た
な
ど
の
）
を
全
食

ッ
ツ
ク

口
に
周
知
徹
底
さ
せ
」
と
「
食
口」

と
い
う
韓
国
語

を
つ
か
っ
て
あ
る
。
食
口
と
は
韓
国
語
で
「
家
族
」

の
意
で
、
統
一
教
会
で
は
会
員
の
こ
と
ル
J
そ
う
呼
ん

で
い
る
。

さ
ら
に
昨
年
十
一
月
五
日
出
さ
れ
た
「
子
女
の
日

特
別
指
示
」
に
は
「
本
日
を
期
し
て
韓
国
語
を
全
食

ロ
学
ぶ
よ
う
に
1
・
」
と
苫
か
れ
て
い
る
。
朝
日
新
聞

の
記
事
に
も
書
い
て
あ
る
が
、
統
一
教
会
で
は
韓
国

語
を
将
来
の
「
祖
国
語
」
と
い
う
い
い
方
で
、
信
仰

の
母
国
語
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
韓
国

語
全
員
学
習
の
特
別
指
示
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
初

め
て
の
こ
と
だ
。

統
一
教
会
は
、
韓
国
で
生
れ
、
韓
国
人
「
文
鮮
明

氏
」
を
教
祖
と
す
る
宗
教
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で

も
な
い
？
そ
の
た
め
に
、
信
仰
儀
礼
な
ど
に
、

い
く

ば
く
か
の
韓
国
習
俗
的
な
も
の
が
あ
る
こ
と
は
仕
方

が
な
い
と
し
て
も
、
問
題
は
た
だ
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

「
韓
民
族
」
が
選
民
で
あ
り
、
他
民
族
に
優
越
し
て

い
る
と
説
く
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
考
え
方
は
、
キ
リ

ス
ト
教
本
来
の
世
界
宗
教
と
し
て
の
性
格
を
否
定
す

る
こ
と
に
な
る
。
選
民
に
対
す
る
考
え
方
こ
そ
が
、

民
族
宗
教
と
枇
界
宗
教
を
分
つ
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
「
韓
民
族
」
が
選
民

で
あ

る
と
か
、
韓
国
が
世
界
の
中
心
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
正
統
を
つ
ぐ
叫
閾
介
宗
教
と
し

て
の
統
一
教
会
と
い
う
原
則
と
明
ら
か
に
矛
盾
す

る
。
し
か
し
、
統
一
教
会
の
教
典
「
原
理
講
論
」
の

韓
国
版
に
は
、
そ
の

こ
と
を
明
示
し
た
記
述
が
あ

る。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
部
分
は
日
本
語
版
の
「
原
理
講

論
」
か
ら
意
図
的
に
削
除
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

韓
国
版
「
原
理
諧
論
」
の
第
六
章
第
三
節
「
イ
エ

ス
は
ど
こ
に
再
臨
さ
れ
る
か
」
の
以
下
の
個
所
に
、

「
韓
民
族
」
を
選
民
と
し
、
斡
国
語
が
祖
国
語
、
世

界
共
通
語
に
な
る
な
ど
の
韓
国
中
心
主
義
、
世
界
宗

教
と
は
異
質
な
韓
国
の
民
族
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
古
来
よ
り
東
方
の
国
と
は
、
韓
田
、
日
本
、
中
国

の
東
洋
の
三
国
を
い
う
。
と
こ
ろ
で
そ
の
う
ち
の
日

本
は
、
代
々
天
照
大
神
を
崇
拝
し
て
き
た

国
と
し

て
、
そ
の
上
全
体
主
投
国
家
と
し
て
再
興
期
に
当
っ

て
お
り
、
か
つ

て
の
韓
国
の
キ
り
ス
ト
教
を
苛
酷
に

迫
害
し
た
国
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
中
国
は
共
産
化
し

た
国
で
あ
る
た
め
、
こ
の
両
国
は
い
ず
れ
も
サ
タ
ン

側
の
国
家
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
端
的
に
い
っ
て
、

イ
エ
ス
が
再
臨
さ
れ
る
東
方
の
そ
の
国
と
は
ま
さ
に

韓
国
で
あ
る
：
・
・
・
イ
エ
ス
が
悼
田
に
再
臨
さ
れ
る
な

ら
ば
、
韓
民
族
は
第
三
イ
ス
ラ
エ

ル
遼
民
と
な
る
の
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これが「統一教会」の秘部だ

一
で
あ
る
」

「
こ
の
国
（
韓
国
の

こ
と
）
で
あ
ら
ゆ
る
文
明
が
結

実
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有
史
以
来
、
全
批
界

に
わ
た
っ
て
発
達
し
て
き
た
宗
教
と
科
学
、
即
ち
精

神
文
明
と
物
質
文
明
と
は
韓
国
を
中
心
と
し
て
、
み

な
―
つ
の
真
理
の
も
と
に
吸
収
融
合
さ
れ
、
神
が
望

ま
れ
る
理
想
世
界
の
も
の
と
し
て
結
実
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
；
…
・
・
ゆ
え
に
ま
さ
し
く
あ
ら
ゆ

る
文
明
が
結
実
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
翰
国
に
お
い

て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

「
言
語
は
ど
の
国
で
統
一
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？

そ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
明
白
で
あ
る
。
子
供
は

父
母
の
言
葉
を
学
ぶ
の
が
な
ら
わ
し
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
人
類
の
父
母
と
な
ら
れ
た
イ
エ
ス
が
韓
国
に

再
臨
さ
れ
る
こ
と
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
方

は
間
違
い
な
く
韓
国
語
を
使
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か

ら
、
韓
国
語
は
ま
さ
に
祖
国
語
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
す
べ
て
の
民
族
は
こ
の
祖
国
語
を
使
用

ぼ

し

ん

あ

さ

戊
辰
朝

長
岡
城
攻
防
を
め
ぐ

中
島
欣
也
•
著

四
六
判
上
製
／
定
価一

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
」

こ
の
日
本
語
版
で
削
除
さ
れ
た
再
臨
に
関
す
る
部

分
が
、
原
理
諾
論
の
結
論
だ
と
い

っ
て
い
い
。
い
わ

ん
と
す
る
こ
と
は
、
再
臨
主
と
は
韓
国
人

で
あ
る

「
文
鮮
明
氏
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
韓
民
族
」
は
選

民
で
あ
る
か
ら
、
「
文
鮮
明
氏
」
に
よ
っ
て
抵
界
は

統
一
さ
れ
、
必
然
的
に
韓
国
は
世
界
の
中
心
と
な

り
、
韓
国
語
が
世
界
の
共
通
語
と
な
る
。
そ
し
て
、

「
文
鮮
明
氏
」
夫
妻
が
、
全
人
類
か
ら
「
お
父
さ
ま
」

「
お
母
さ
ま
」
と
等
称
さ
れ
る
「
真
の
父
母
」
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
教
義
に
は
日
本
人
に
対
す
る
韓
国
人

の
歴
史
的
に
屈
折
し
た
心
理
が
反
映
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
が
「
文
絆
明
氏
」
の

H
本
統
一
教
会

と
そ
の
幹
部
に
対
す
る
、
強
い
不

信
と
な
っ
て
表

れ
て
来
る
。
そ
の
よ
う
な
「
文
氏
」
の
実
像
と
統
一

教
会
の
本
質
を
あ
ら
わ
に
み
せ
た
の
が
、
「
子
女
の

日
」
の
指
示
事
項
の
中
で
、
と
く
に
貴
任
者
に
祈
誌

恒 文社
束｝；（神田錦町3-3

fi03(291)7901 

の
指
示
を
し
た
「
大
石
様
と
エ
パ
国
家
が
心
情
一
体

と
な
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
項
目
で
あ
る
。

大
石
様
と
は
、
東
海
大
を
卒
業
し
、
日
本
に
滞
在

し
て

い
る
「
文
鮮
明
氏
」
の
先
妻
の
子
文
聖
進
氏
の

日
本
名
で
あ
る
。
日
本
滞
在
中
の
，
保
護
者
“
と
な

っ
て
い
る
二
人
の
日
本
教
会
幹
部
の
苗
字
の
最
初
の

字
を
組
合
せ
て
つ
く
っ
た
も
の
だ
。
「
エ
バ
国
」
と
は

日
木
の
こ
と
と
い
う
統
一

教
会
用
語
で
あ
る
。
で
は
、

こ
の

「
大
石
様
」
と
「
エ
バ
国
」
が
「
心
情
一
体
と

な
れ
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。
そ
れ
は
、

文
型
進
氏
を
日
本
統
一
教
会
が
誰
よ
り
も
大
事
に
し

て
尊
霊
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て

そ
れ
は
、
日
本
統
一
教
会
の
久
保
木
会
長
は
文
型
進

氏
に
従
え
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
に
他
な

ら
な
い
。

「
文
鮮
明
氏
」
を

「
メ
シ
ア
」
「
王
の
王
」
と
み
な

新
瀾
日
報
（
夕
刊
）
紙
上
に
て
好
評
蓮
閾
一
冊
と
な
る
I.

日
本
の
”
南
北
戦
争
“
と
も
い
う
べ
き
戊
辰
戦
争
は
、
封
建
日
本
が
生

ま
れ
か
わ
る
た
め
の
陣
痛
だ
っ
た
と
い
え
る
。
本
書
は
特
に
、
新
潟
・

長
岡
付
近
の
戦
闘
を
軸
に
九
人
の
主
人
公
の
波
乱
の
人
生
を
描
く
I.

●
既
刊

悲

劇

の

皇

帝

博

儀

偽

満

州

国

宮

廷
秘
史

」
周
君
適
•
著

／
鄭
然
権
・
訳
四
六
判
上
製
／
定
価
一
八0
0
円

敬
礼
式
の
奇
怪
な
儀
式
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す
象
徴
的
な
、
不
愉
快
な
儀
式
が
統
一
教
会
に
あ
る

こ
と
も
書
い
て
お
く
。
統
一
教
会
が
四
大
名
節
と
呼

ぶ
記
念
日
に
は
、
早
朝
五
時
か
ら
の
敬
礼
式
と
い
う

儀
式
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
型
壇
に
座
っ
た
「
文
氏
」

と
そ
の
家
族
に
対
し
、
統
一
教
会
の
主
娑
幹
部
が
三

拝
の
拝
礼
を
行
う
。
場
所
は
だ
い
た
い
「
文
氏
」
の

私
邸
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・

ニュ

ー
ヨ
ー
ク
州
の
イ
i

ス
ト
ガ
ー
デ
ン
て
あ
る
。
そ
の
際
、
天
皇
陛
下
を

は
じ
め
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
、
全
斗
換
大
統
領
ほ
か

主
要
国
の
元
首
の
身
代
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
田
の

は
い
ざ

孜
会
幹
部
が
退
当
し
、
文
教
祖
一
族
に
拝
脆
し
て
全

既
界
の
主
柚
者
が
文
改
乱
に
拝
礼
し
た
と
い
う
儀
式

を
行
う
の
で
め
る
。

日
本
の
天
皇
陛
下
の
身
代
り
を
演
す
る
の
は
、
日

本
統
一
教
会
会
長
の
久
保
木
氏
な
の
で
あ
る
。
何
ど

も
奇
妙
で
、
そ
し
て
田
民
の
象
徴
と
し
て
天
皇
を
上

に
い
た
だ
く
日
本
国
民
と
し
て
は
見
逃
せ
ぬ
惰
袋
で

は
な
い

か
。
そ
れ
た
け
で
は
な

い
、
イ
エ

ス
，
キ
リ

ス
ト
、
釈
諄
、
孔
子
、

マ
ホ
メ
ッ

ト
な
ど
主
渓
な
宗

教
の
代
表
の
身
代
り
を
務
め
る
人
も
決

っ
て
お
り、

同
様
に
「
文
鮮
明
氏
」

と
そ
の
家
族
に
平
伏
を
す

る
。
こ
れ
は
「
文
氏
」
が
す
ぺ
て
の
宗
教
の
上
に
立
つ

権
威
を
も

っ
て

い
る
こ
と
を
示
す
厄
要
な
儀
式
な
の

で
あ
る
。

こ
れ
を
み
て
も
祀
る
よ
う
に
、
坑
一
牧
会
と
国
際

勝
共
迎
合
か
行
っ
て
い
る
、

宗
教
活
拗
ゃ
受
田
迎
励

は
。
「
文
鮮
明
八
L

の
野
望
を
尖
現
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
方
便
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
文
鮮
明
氏
」
が
五

十
九
年
の
年
頭
標
語
を
「
祖
国
創
建
」
と
決
め
た
こ

と
で
あ
る
。
「
祖
国
創
建
」
と
は
、
文
字
通
り
統

一

教
会
が
国
家
を
創
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
「
祖

国
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
韓
国
で
あ
る
。
そ
の

韓
国
で
の
「
祖
田
創
建
」
の
た
め
と
し
て
、
帖
国
内

で
の
勝
共
運
動
要
員
の
名
目
で
、
百
五
十
人
の
日
本

教
会
会
員
の
人
事
異
勁
発
令
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

み
て
い
る
と
、
「
文
鮮
明
氏
」
と
韓
田
人
の
統
一

教
会
幹
部
に
は
、
日
本
統
一
教
会
内
に
日
本
人
と
し

て
の
誇
り
を
持
つ
人
間
が
現
れ
る
こ
と
の
笞
戒
心
が

強
い
。
日
本
人
に
対
し
て
は
、
と
く
に
尊
大
に
な

る
。
こ
の
「
文
鮮
明
氏
」
の
日
本
統
一
教
会
と
そ
の

幹
部
へ
の
強
い
不
信
と
、
そ
こ
か
ら
来
る
強
圧
的
な

姿
勢
の
根
底
に
は
、
く
り
か
え
す
が
位
国
・
朝
鮮
人

と
し
て
の
日
本
人
に
対
す
る
、
反
日
感
情
が
あ
る
。

「
文
氏
」
は
、
日
本
の
幹
部
に
経
済
沿
助
に
よ
る
令

集
め
や
、
そ
の
献
金
の
指
示
を
出
す
と
き
、
必
ず
常

用
す
る
い
い
方
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
日
本
の
復
興
は

朝
鮮
戦
争
の
特
面
に
よ
る
も
の
で
、
韓
国
・
朝
鮮
人

の
犠
牲
の
う
え
に
日
本
の
繁
栄
が
成
り
立

っ
て
い
る

と
い
う
理
屈
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
教
祖
は
、
日
本
か

ら
莫
太

な
金
額
を
持
ら
出
す
こ
と
も
、
そ
の
た
め
に

⑥
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日
本
人
会
員
が
苦
吟
す
る
こ
と
に
も
、
良
心
の
呵
買

，岳
感
唸
し
な
い
と
断
言
し
て
い
る
。

統
一
教
会
は
、
創
立
後
二
十
数
年
の
新
興
宗
孜
た

が
、
い
ま
ゃ
世
界
百
三
十
力
国
に
傘
下
の
教
団
組
織

を
も
つ
、
一
大
宗
教
組
織
へ
と
発
展
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
実
体
は
、
最
も
教
努
を
誇
る
日
本
で
八
千
人
、

ア
メ
リ
カ
が
二
千
人
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
全
域
で
二
百
数

十
人
、
発
祥
の
地
で
あ
る
韓
国
は
大
部
分
が
名
前
だ

け
の
会
員
で
、
教
会
活
動
に
専
従
し
て
い
る
の
は
二

千
人
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た

か
も
巨
大
な
組
絨
と
い
う
印
象
を
与
え
て
い
る
原
因

は
、
登
富
な
資
金
力
に
も
の
を
い
わ
せ
た
種
々
の
行

事
、
大
会
、
事
業
体
、
施
設
等
の
宣
伝
効
果
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

t

が

ー

＼
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これが「統一教会」の秘部だ

冬
序
き
8
平

世
界
日
報
事
件
と
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
た
私

の
統
一
教
会
か
ら
の
訣
別
に
は
、
統
一
教
会
員
、
と

く
に
統
一
教
会
の
重
要
企
業
で
あ
る
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー

ル
ド
関
係
者
の
、
物
品
販
売
な
ど
の
経
済
活
動
の
あ

り
方
、
平
た
く
い
え
ば
、
金
集
め
の
狂
奔
ぶ
り
に
対

す
る
批
判
が
大
き
な
要
因
と
し
て
あ
る
。
私
た
ち
が

ら
く
い
ん

”
裂
切
り
者
＂
の
烙
印
を
押
さ
れ
る
こ
と
を
十
分
予

期
し
て
、
こ
の
手
記
を
公
表
し
よ
う
と
決
意
し
た
の

は
、
こ
れ
ま
で
書
い
て
来
た
統
一
教
会
の
本
質
や

「
文
鮮
明
氏
」
の
実
像
に
加
え
、
巧
妙
な
脱
税
や
詐

欺
ま
が
い
の
高
額
商
品
販
売
な
ど
、
お
そ
る
べ
き
経

済
活
動
の
実
態
を
し
っ
か
り
世
間
に
知
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

実
際
、
統
一
教
会
員
が
、
資
金
カ
ン
パ
、
歳
末
助

け
合
い
募
金
、
印
鑑
、
大
理
石
の
ッ
ポ
、
多
宝
塔
の

販
売
な
ど
に
よ
っ
て
、
金
集
め
に
狂
奔
し
て
い
る
実

金
集
め
に
狂
奔

態
は
、
宗
教
法
人
の
宗
教
活
動
の
域
を
、
は
る
か
に

逸
脱
し
て
い
る
。
昨
年
来
、
世
界
日
報
社
員
も
イ
ン

ド
シ
ナ
難
民
救
援
の
街
頭
カ
ン
パ
を
実
施
し
た
が
、

こ
れ
ら
街
頭
カ
ン
パ
の
実
態
も
、
自
分
た
ち
の
資
金

づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
断
言
し
て
い

、。し
朝
日
新
聞
が
昨
年
十
月
、
統
一
教
会
が
九
州
と
韓

国
の
間
に
「
日
斡
ト
ン
ネ
ル
」
を
掘
る
こ
と
を
計

画
、
佐
賀
県
下
や
壱
岐
、
対
馬
海
峡
で
、
ポ
ー
リ
ン

グ
に
よ
る
地
質
調
査
や
、
調
査
船
に
よ
る
海
層
調
査

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
調
査
特
な
ど
数
百
億
円
を
す

べ
て
統
一
教
会
が
出
し
て
い
る
と
い
う
記
事
を
掲
載

し
て
い
た
。
事
実
、
こ
の
「
日
韓
ト
ン
ネ
ル
」
構
想

は
、
「
文
鮮
明
氏
」
の
提
唱
に
よ
る
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
が
、
調
査
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
学
者
や
技
術

者
な
ど
は
調
査
そ
の
も
の
だ
け
で
も
意
義
が
あ
る
と

は
し
て
も
、
「
実
現
不
可
能
な
夢
物
語
」
と
思
い
、
こ

れ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
統
一
教
会
関
係
者
自
身
も
そ

う
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
「
文
氏
」
の
提
唱
だ
か
ら
と
何
百
偲
と

い
う
金
を
惜
し
げ
も
な
く
つ
ぎ
込
ん
で
、
懸
命
に
計

画
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。
宗
教
組
織
の
異
様
さ
が
そ

こ
に
あ
る
が
、
問
題
は
、
一
体
そ
の
金
が
ど
こ
か
ら

出
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

統
一
教
会
は
ア
メ
リ
カ
で
い
ま
伝
道
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
・
ホ
テ
ル
や
新
聞
社

を
買
い
取
る
な
ど
、
多
く
の
施
設
を
ふ
や
し
、
各
種

の
会
議
を
開
い
た
り
、
事
業
活
動
を
拡
大
し
て
い

る
。
最
近
も
、
南
米
の
ウ
ル
グ
ア
イ
で
、
銀
行
を
お

さ
え
、
首
都
モ
ン
テ
ピ
デ
オ
最
大
の
ホ
テ
ル
か
ら
月

刊
新
聞
社
、
出
版
社
を
買
収
、
ラ
ジ
オ
放
送
局
を
開

設
し
た
こ
と
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
「
ル
・
マ
タ
ン
」

が
報
じ
て
い
る
。
こ
の
ウ
ル
グ
ア
イ
に
つ
い
て
は
、

昨
年
五
月
に
私
が
訪
韓
命
令
を
う
け
て
行
っ
た
済
州

島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
の
幹
部
会
議
で
、
「
文
鮮
明

氏
」
か
ら
直
接
聞
い
て
い
る
。
話
の
中
で
「
文
氏
」
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は
「
世
界
復
帰
の
た
め
に
四
権
を
握
れ
」
と
い
う
指

示
を
出
し
、
四
権
の
一
っ
の
経
済
に
関
連
し
て
、
貨

源
国
ウ
ル
グ
ア
イ
に
碁
盤
を
つ
く
る
た
め
、

す
で

に

銀
行
を
買
収
中
で
あ
る
と
語
っ
た
。

そ
の
四
権
の
他
の
三
権
に
つ
い
て
い
え
ば
、
思
想

に
関
し
て
は
、

学
者
、
文
化
人
組
織
世
界
平
和
教
授

ア
カ
デ
ミ
ー
を
七
十
力
国
に
設
立
す
る
。
世
界
平
和

教
授
ア
カ
デ
ミ
ー
は
昭
和
四
十
九
年
に
日
本
に
も
設

立
さ
れ
活
動
を
続
け
て
い
る
。
科
学
技
術
に
つ
い
て

は
、
西
ド
イ
ツ
で
買
収
し
た
パ
ン
ダ
ラ
社
を
基
盤
に

統
一
産
菜
（
韓
国
に
あ
る
統
一
教
会
系
企
業
）
の
技

術
を
世
界
的
水
準
に
も
っ
て
ゆ
く
。
言
論
に
関
し
て

は
、
先
に
設
立
し
た
「
ワ

シ
ン

ト
ン
・
タ
イ
ム
ズ
L

を
中
心
に
全
米
五
カ
所
に
ク
イ
ム
ズ
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
る
。
日
本
で
は
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
ど
れ
か
を

買
収
す
る
。
信
じ
難
い
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
の
大

手
新
聞
社
買
収
の
件
は
現
在
、
具
体
的
な
話
が
来
て

い
る
の
で
、
二
年
後
に
は
着
手
す
る
、
と
い
っ
た
内

容
だ
っ
た
。

統
一
教
会
は
毎
年
、
学
者
を
集
め
た
「
科
学
の
統

一
に
関
す
る
国
際
会
議
」
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
を
集
め

た
「
世
界
メ
デ
ィ
ア
会
議
」
な
ど
を
開
い
て
お
り
、

今
年
十
月
、
第
六
回
の
「
世
界
メ
デ
ィ
ア
会
議
」
を
、

十
一
月
に
は
「
科
学
の
統
一
に
関
す
る
国
際
会
議
」

を
東
京
で
開
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
お
ぜ
ん
だ
て
を
す
る
「
世
界
平
和
教
授

ア
カ
デ
ミ
ー
L

の
日
本
組
織
は
、
元
立
教
大
学
総
長

松
下
正
寿
氏
や
、
現
筑
波
大
学
長
福
田
信
之
氏
ら
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。
実
は
、
統
一
教
会
は
こ
の
両

氏
を
含
む
四
人
の
学
者
を
教
会
に
貢
献
す
る
重
哭
人

物
に
指
定
し
、
定
期
的
に
手
当
て
を
支
払
っ
て
い

た
。
統
一
教
会
本
部
局
長
会
議
で
の
予
算
配
分
の
報

告
の
時
は
、
四
人
に
対
す
る
支
払
い
金
額
が
記
録
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
金
額
は
私
が
記
惚
す
る
か
ぎ
り
、

月
々
六
十
万
円
が
二
人
、
四
十
万
円
が
二
人
だ
っ

こ。t
 い

ず
れ
に
し
て
も
、
相
当
の
沢
金
が
必
要
な
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
日
本
ば
か
り
で
は
な
く
、
世

界
各
国
で
、
統
一
教
会
が
多
く
の
人
に
疑
惑
の
目
で

み
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
豊
か
な
資
金
に
つ
い
て

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
菫
要
な
こ
と
は
、
こ
れ

ら
ア
メ
リ
カ
の
各
施
設
、
斡
国
の
企
業
群
、
南
米
、

ア
フ
リ
カ
の
開
拓
教
会
な
ど
の
設
立
や
維
持
資
金

は
、
日
本
統
一
教
会
員
が
カ
ン
パ
や
募
金
、
人
券

茶
、
印
鑑
、
ッ
ポ
、
多
宝
塔
な
ど
の
販
売
、
し
か
も
詐

欺
ま
が
い
の
高
額
販
売
や
巧
妙
な
脱
税
に
よ
っ
て
つ

く
り
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

汽
金
ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
は
じ
め
ヨ
ー
ロ

ッパ

、
南
米
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
で
布
教
活
勁
に
従
事

し
て
い
る
の
は
日
本
人
教
会
貝
で
あ
り
、
世
界
各
国

に
統
一
教
会
網
を
発
展
さ
せ
た
原
動
力
は
、
「
文
鮮
明

氏
」
の
カ
リ
ス
マ
性
の
一
方
で
、
日
本
統
一
教
会
で

「
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
」
社
と
は
？

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
日
本
人

の
温
順
、
勤
勉
と
い
う
特
性
が
、
特
異
な
統
一
原
理

へ
の
魅
惑
と
か
ら
ま
っ
て
、
日
本
統
一
教
会
の
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
た
と
い
え
る
。
日
本
人

に
対
す
る
本
来
の
不
信
、
反
感
が
あ
り
な
が
ら
、
「
文

鮮
明
氏
」
が
日
本
教
会
へ
の
期
待
を
捨
て
ず
、
人
事

や
組
織
に
つ
い
て
、
次
々
と
指
示
を
出
し
て
く
る
の

は
、
日
本
統
一
教
会
員
の
活
動
な
く
し
て
、
財
政
、

資
金
の
調
達
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

昨
年
十
一
月
五
日
の
「
子
女
の
日
」
指
示
は
「
百

二
十
日
路
程
大
勝
利
を
期
し
て
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
百
二
十
日
路
程
」
と
は
、
教
会
用
語
で
金
集

世界の味てんぷら

う、 91-

翌ほ在号

赤坂・斉山・渋谷•新宿・広島・札幌
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これが「統一教会」の秘部だ

罰尉『翡閾綱置l
—七月大歌舞伎ー一
7月1日～25日午後4:30開演

通し狂首
ひとり卜 び ごじ●うさんつざ

翻独道中Ji十三駅
四g

市川猿之助

市川門之助

中村歌六

澤村宗十郎

市川段四郎

中村児＊郎

E詣欝正，，遷菖l
一七月松竹新喜劇一
7月2日～30日午後4:30開演

1．避箸秘料ばなし
2．大根役者

3．幽霊東下り

藤山寛焚他

三 バック内容三
●夏期特別料金／期間711~8'31

1名様¥20,000
(I宣2名樗の場合）

I泊、タ・朝食、類劇9斗、代・サーピ刃斗共．

●観虐If 歌毀伎座 新橘；貪舞場

●夕食劇場食堂
●朝食 当ホテル食堂

●各月公演2ヵ月前より受付けております。

め
期
間
の
こ
と
で
あ
り
、「
文
鮮
明
氏
」
が
金
集
め
の

た
め
に
決
め
た
十
一
月
十
六
日
か
ら
一
月
三
十
一
日

ま
で
の
非
常
に
重
要
な
期
間
で
あ
る
か
ら
、
統
一
教

会
と
そ
の
傘
下
の
全
組
織
は
、
一
切
の
活
動
を
停
止

し
て
、
「
経
済
復
帰
」
金
集
め
に
努
力
を
渠
中
せ

よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
世
界
日
報
事

件
が
世
界
日
報
内
だ
け
で
な
く
、
統
一
教
会
員
の
間

に
混
乱
を
起
し
、
か
な
り
の
経
済
活
動
が
仔
止
し

た
。
二
十
日
間
休
刊
に
し
た
世
界
日
報
の
欠
損
も
補

填
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
よ
り
も
毎

月
二
十
億
円
、
五
十
年
七
月
の
送
金
命
令
以
来
計
二

千
低
円
余
も
送
っ
て
き
た
「
文
鮮
明
氏
」
へ
の
納
金

も
、
と
ど
こ
お
っ
て
き
た
。
こ
の
財
政
危
機
を
打
開

す
る
た
め
の
「
百
二
十
日
路
程
」
の
命
令
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

統
一
教
会
に
つ
い
て
の
問
題
点
は
、
先
に
も
の
ベ

た
と
お
り
、
そ
の
経
済
活
動
、
物
品
販
売
活
動
に
か

ら
ま
る
巧
妙
な
脱
税
操
作
と
、
詐
欺
ま
が
い
の
商
品

の
高
額
販
売
で
あ
る
。
「
ッ
ポ
に
仏
謡
が
宿
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
買
う
と
幸
せ
に
な
る
」
と
老
女
に
大
理

石
の
ッ
ポ
を
高
価
で
売
り
つ
け
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

詐
欺
で
逮
捕
さ
れ
た
り
（
五
十
七
年
四
月
、
東
京
・

大
塚
署
）
、
印
鑑
、
ッ
ポ
、
多
宝
塔
、
高
麗
人
募
な
ど

総
額
四
千
四
百
万
円
を
売
り
つ
け
ら
れ
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
が
間
に
入
っ
て
返
遠
さ
せ
た
り
（
五
十
八

年
二
月
、
福
島
）
、
「
ッ
ポ
を
な
で
て
お
祈
り
す
れ
ば

極
楽
へ
行
け
る
」
な
ど
執
拗
な
押
売
り
で
ッ
ポ
や
多

宝
塔
を
高
額
で
買
わ
さ
れ
た
主
婦
ら
が
、
代
金
の
返

還
請
求
訴
訟
を
起
し
た
り
（
五
十
八
年
十
一
月
）
な

ど
、
新
聞
ザ
タ
に
な
っ
た
悪
質
販
売
事
件
は
多
い
。

今
年
一
月
に
は
、
セ
ー
ル
ス
で
知
り
合
っ
た
女
性

を
「
悪
益
が
つ
い
て
い
る
」
と
旅
館
に
連
れ
込
み
、

霊
払
い
の
儀
式
を
し
て
千
二
百
万
円
も
の
金
を
祈
砧

料
と
し
て
だ
ま
し
取
っ
た
印
鑑
な
ど
の
セ
ー
ル
ス
マ

ン
三
人
に
、
青
森
地
裁
で
執
行
猶
予
つ
き
の
有
罪
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。

地下鉄東銹座駅より1分尉累伎座前

⑤銀座東急ホテル
@(03)541-2411 

賣急ホテルチ：ーン一札幌・仙台・tャビトル

鎖庄・赤塚・刀田・帷，E・下田・白累・宮恥・大飯

岡山・博多・鳩鳴アネ，クヌ・長崎・窮児島・院＂

こ
れ
ら
の
事
件
の
場
合
、
統
一
教
会
や
事
業
部
門

の
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
や
事
業
当
事
者
は
、
統
一
教

会
員
や
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
系
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
で

あ
る
こ
と
を
完
全
否
定
し
て
い
る
が
、
金
額
返
済
な

ど
ト
ラ
プ
ル
解
決
に
当
っ
て
い
る
の
は
ハ
ッ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
本
社
関
係
者
や
そ
の
顧
問
弁
護
士
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
そ
の
関
係
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ま
た
特
奈
も
充
分
承
知
し
て
い
る
。
教
会
側

が
懸
命
に
否
定
す
る
事
業
部
門
と
の
結
び
つ
き
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
を
証
明
す
る
多
く
の
資
料
が
存
在
す

る。
経
済
企
画
庁
の
外
郭
団
体
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

が
五
十
七
年
十
一
月
、
全
国
二
百
四
十
七
の
消
牲
者

セ
ン
タ
ー
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
五
十
一

年
来
の
相
談
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
印
鑑
、
大

理
石
の
ッ
ポ
、
多
宝
塔
に
関
す
る
悪
質
な
販
売
件
数

が
計
二
千
六
百
三
十
三
件
、
金
額
に
し
て
約
十
七
低

円
に
上
っ
て
い
た
。
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そ
の
報
告
書
は
「
最
初
印
鑑
を
購
入
さ
せ
ら
れ
、

次
に
『
ま
だ
た
た
り
が
消
え
な
い
』
等
の
理
由
で
大

理
石
の
壺
を
よ
り
悪
質
な
手
口
で
購
入
さ
せ
ら
れ

る
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
同
一
人
が
複
数
の
被
害
を

受
け
た
ケ
ー
ス
が
相
当
数
あ
る
」
「
消
費
者
へ
の
勧

誘
は
、
口
頭
に
よ
る
だ
け
で
な
く
購
入
し
な
か
っ
た

た
め
実
際
に
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
と
い
う
人
の
ケ
ー

ス
を
ス
ラ
イ
ド
や
ピ
デ
オ
テ
ー
ブ
で
見
せ
る
。
商
品

を
祈
認
し
た
後
で
渡
し
、
祈
誌
料
を
請
求
す
る
等
手

の
込
ん
だ
も
の
が
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
統
一
教
会
員
の
物
品
販
売
の
元
締
め

は
、
東
京
の
渋
谷
区
神
南
に
本
社
を
も
っ
、
ハ
ッ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
で
あ
る
。
渋
谷
パ
ル
コ
の
道
を
は
さ
ん

で
前
の
ビ
ル
に
大
き
な
看
板
が
出
て
い
る
。
同
社
側

は
外
部
に
対
し
統
一
教
会
と
の
関
係
を
否
定
し
て
い

る
が
、
同
社
の
古
田
元
男
社
長
は
統
一
教
会
の
経
済

担
当
副
会
長
の
地
位
に
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
「
文
鮮

明
氏
L

へ
の
資
金
送
金
を
一
手
に
握
っ
て
い
る
人
物

で
あ
る
。

現
在
は
ア
メ
リ
カ
の
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
・
ホ
テ

ル
の
伝
道
本
部
に
ほ
と
ん
ど
い
て
、
「
文
鮮
明
氏
」

の
指
示
を
う
け
な
が
ら
日
本
か
ら
人
事
異
動
で
や
っ

て
く
る
幹
部
や
教
会
員
の
職
務
の
割
り
振
り
な
ど
、

日
本
人
の
采
配
に
当
っ
て
い
る
。

こ
の
古
田
社
長
の
ハ
ッ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
下
、
全

国
を
十
地
域
に
分
け
て
、
販
売
会
社
、
さ
ら
に
特
約

店
、
小
売
店
と
い
う
四
段
階
の
販
売
網
が
組
織
さ
れ

て
い
る
。
セ
ー
ル
ス
に
従
事
す
る
統
一
教
会
員
は
小

売
店
に
所
属
す
る
が
、
あ
く
ま
で
個
人
の
委
託
セ
ー

ル
ス
マ
ン
と
し
て
登
録
し
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
末

端
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
引
き
起
し
た
ト
ラ
プ
ル
は
、

小
売
店
、
特
約
店
で
く
い
と
め
ら
れ
、
セ
ー
ル
ス
本

人
も
取
調
べ
な
ど
に
対
し
て
決
し
て
統
一
教
会
員
で

あ
る
こ
と
を
い
わ
な
い
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
る
た

め
、
本
社
の
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
や
、
統
一
教
会
の

名
が
ト
ラ
ブ
ル
に
か
ら
ん
で
決
し
て
表
面
に
出
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
体
制
が
が
っ
ち
り
と
固
め
ら
れ
て

い
る
。脱

税
の
手
口

こ
こ
で
明
ら
か
に
し
た
い
の
は
、
販
売
活
動
に
お

け
る
脱
税
の
手
口
で
あ
る
。
そ
の
や
り
方
を
下
部
セ

ー
ル
ス
マ
ン
、
統
一
教
会
員
に
指
導
す
る
、
驚
く
ペ

き
資
料
も
あ
る
。
そ
の
―
つ
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル

ド
本
社
経
理
担
当
の
溝
口
志
津
氏
が
、
五
十
五
年
十

月
、
会
計
会
議
で
行
っ
た
発
言
資
料
で
あ
る
。

「
ハ
ッ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
取
扱
商
品
は
各
々
三
し
四

つ
の
卸
売
段
階
を
経
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
経

理
は
こ
れ
ら
の
卸
売
会
社
を
別
々
に
考
え
る
の
で
は

な
く
、
経
理
上
完
全
に
―
つ
の
組
織
で
あ
る
と
考
え

て
下
さ
い
。
こ
の
会
計
処
理
の
シ
ス
テ
ム
は
、
い
か

に
万
物
を
こ
の
世
（
税
務
署
）
に
渡
さ
ず
、
天
の
側

<1そ
魚

こ
砧
免

ふ
人
心
す
浅

ー
、
ふ
↓
じ

●
金
沢
の
味

⑮
カ
謳

金
沢
市
庵
張
町
一
丁
目
八
ー
八

6

(
0
き
）
六
一
ー
九
一
八
―
g

し

R
.L
'
3
E
'

（
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
）
に
復
帰
す
る
か
と
い
う
こ
と

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
卸
売
会
社
を
数
段
階
に
分
け

た
の
は
、
そ
も
そ
も
利
益
分
散
す
な
わ
ち
税
務
対
策

の
た
め
考
え
ら
れ
ま
し
た
…
・
・
・
登
記
等
に
よ
る
表
面

に
出
て
い
る
販
社
（
販
売
会
社
の
こ
と
）
代
理
店
に

利
益
を
出
さ
ず
（
税
務
対
策
）
、
個
人
で
あ
る
委
託
セ

ー
ル
ス
マ
ン
（
統
一
教
会
員
）
に
最
終
小
売
値
の
七

0
％
を
利
益
と
し
て
落
し
ま
す
。
こ
の
方
法
で
は
、

個
人
の
所
得
税
問
題
が
発
生
し
ま
す
か
ら
、
高
額
所

得
者
と
な
っ
て
い
る
委
託
セ
ー
ル
ス
マ
ン
（
会
員
）

を
ビ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
き
、
ハ
ッ
ピ
ー
本
社
の
定

期
的
な
人
事
異
動
の
時
に
優
先
す
る
な
り
、
住
民
票

を
地
方
に
散
ら
す
等
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。
私

達
は
天
の
知
恵
で
税
務
署
の
目
を
逃
れ
な
く
て
は
な

(14-4) 



これが r統一教会」の秘部だ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
委
託
セ
ー
ル
ス
マ
ン
（
会
員
）

に
落
し
た
七

0
％
の
利
益
は
ハ
ッ
ピ
ー
本
社
に
個
人

の
必
要
生
活
費
を
除
い
て
、
全
額
返
金
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
各
店
舗
は
一
体
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
帳
簿

上
の
動
き
だ
け
で
あ
っ
て
店
舗
間
で
は
実
際
の
現
金

は
動
き
ま
せ
ん
…
…
も
ち
ろ
ん
セ
ー
ル
ス
マ
ン
以
外

の
従
業
員
（
会
員
）
に
つ
い
て
も
、
給
料
は
実
際
支

給
す
る
給
料
の
三
倍
ー
五
倍
を
計
上
し
て
、
差
額
を

天
へ
の
献
金
（
哀
金
）
と
し
ま
す
。
こ
の
裏
金
の
運

用
方
法
の
一
例
と
し
て
、
本
社
で
は
兄
弟
達
（
会
員
）

の
名
義
で
マ
ル
侵
の
定
期
預
金
に
積
ん
で
い
ま
す
。

な
お
本
人
に
は
一
切
知
ら
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん」
要
は
「
天
」
へ
の
裏
金
づ
く
り
の
脱
税
工
作
の
た

め
、
卸
売
会
社
を
数
段
階
に
分
け
、
個
人
扱
い
の
セ

ー
ル
ス
マ
ン
（
教
会
員
）
の
所
得
と
し
て
利
益
の
七

0
％
を
落
し
て
販
社
、
代
理
店
に
税
金
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
し
、
し
か
も
そ
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
も
税
金

好きな作家の野いたものは、新問、

雑誌のエッセイにいたるまで、

ストックしておきたい。そこで、

リヒトクリヤープック「ルポx」。

切り抜きを整理しておけば、自分

だけの文庫ができあがる。

バーソナルな情報のストックに

Z)!..Jヤーコ'・，必コ

IしオtX
0表紙は丈夫でファッショナプルなプレ
スシールド加工` ポケットの差し彗え
も自由自在です。

※全"'布名百貨店、文具店でお求めく
ださい。

尋
四産業株 式 会 社
■本社

• ＝ 一冴r -I:阪市寮区農人橋 1丁目 3
TEL ,しし 、3361
11支店

寮京・札幌・仙台・刹笥・名古拉·-「8•高松•福岡

逃
れ
の
た
め
定
期
的
に
住
所
を
移
し
、
渡
し
た
七
〇

％
の
所
得
も
最
低
生
活
費
を
除
い
て
本
社
に
返
金
さ

せ
る
、
実
に
巧
み
な
手
口
で
あ
る
。

東
京
の
新
宿
二
丁
目
に
「
ワ
コ
ム
L

と
い
う
株
式

会
社
が
あ
る
。
五
十
六
年
十
一
月
、
統
一
教
会
の
資

金
で
設
立
し
た
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
会
社
だ
が
、
こ
こ

の
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
全
国
の
三
千
人
以
上
の
セ
ー

ル
ス
マ
ン
が
す
べ
て
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
一

人
一
人
の
売
上
金
、
売
掛
金
が
す
べ
て
記
録
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
業
績
を
に
ら
ん
で
、
三
カ
月
か
ら
半
年

ぐ
ら
い
で
所
得
税
逃
れ
の
異
動
操
作
を
行
う
。
脱
税

工
作
の
た
め
の
人
事
管
理
の
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
利
用

で
あ
る
。

先
に
あ
げ
た
脱
税
の
手
口
を
説
明
し
た
資
料
に

は
、
次
頁
に
あ
る
よ
う
な
販
売
物
品
の
原
価
率
や
小

売
倍
率
、
各
卸
売
段
階
で
の
卸
値
と
利
益
の
一
覧
表

が
つ
け
て
あ
る
。

こ
れ
を
み
て
明
ら
か
な
よ
う
に
原
価
一
万
一
千
三

百
円
の
印
鑑
が
数
十
倍
の
百
二
十
万
円
、
一
万
円
の

人
彦
エ
キ
ス
が
八
倍
の
八
万
円
、
ッ
ポ
に
至
っ
て
は

五
千
円
の
も
の
が
実
に
四
百
倍
の
二
百
万
円
、
十
万

円
の
多
宝
塔
が
五
百
倍
の
五
千
万
円
で
売
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

何
と
い
う
暴
利
だ
ろ
う
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の

調
査
結
果
で
も
、
印
鑑
が
最
高
百
六
十
万
円
、
ッ
ポ

が
八
百
五
十
万
円
、
多
宝
塔
二
千
三
百
万
円
で
売
ら

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
の
暴
利
販
売
を
や
る
に
は
、
尋
常
の
手

段
で
は
到
底
駄
目
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
活
用

さ
れ
る
の
が
、
世
間
で
「
霊
感
商
法
」
と
い
っ
て
い

る
「
需
能
者
」
や
「
先
生
役
」
を
つ
か
っ
て
の
、
相

手
を
巧
み
に
さ
そ
い
こ
む
知
能
的
や
り
方
で
あ
る
。

先
に
挙
げ
た
刑
事
事
件
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
す
べ
て

そ
う
だ
が
、
霊
能
者
、
先
生
役
を
潮
ず
る
も
の
を
セ

セ
ー
ル
ス
マ
ン
用
の
手
引
書

(145) 
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ー

ル

ス

マ

ン

が

連

れ

て

行

き

、

相

手

の

弱

み

、

心

の

痛

み

に

つ

け

こ

ん

で

、

品

物

の

霊

験

を

信

じ

こ

ま

せ

、

買

う

よ

う

に

仕

向

け

る

商

法

で

あ

る

。

そ

の

た

め

の

「

ヨ

ハ

ネ

ト

ー

ク

」

と

名

づ

け

た

セ

ー

ル

ス

マ

ン

用

の

手

引

書

な

ど

が

用

意

さ

れ

て

い

る

。

「

先

生

は

非

常

に

霊

感

の

あ

る

方

な

ん

で

す

。

見

え

な

い

世

界

の

こ

と

も

、

よ

く

わ

か

る

先

生

な

の

で

す

…

…

先

生

の

御

指

導

を

受

け

て

、

そ

の

通

り

に

な

さ

っ

て

開

運

に

導

か

れ

、

幸

福

に

な

ら

れ

た

方

が

沢

山

い

る

ん

で

す

よ

」

と

「

先

生

」

役

を

迎

え

に

行

く

ま

で

に

ま

ず

吹

き

込

み

、

先

生

が

入

っ

て

来

た

ら

「

あ

っ

、

先

生

が

来

ら

れ

ま

し

た

と

手

で

示

し

て

あ

げ

、

座

ぶ

と

ん

を

お

り

て

仰

ぎ

見

る

よ

う

に

し

て

か

ら

、

深

々

と

お

辞

儀

を

す

る

」

そ

し

て

、

先

生

ト

ー

ク

の

内

容

に

よ

っ

て

「

う

な

ず

<

!

”

そ

う

で

す

ね

。

な

る

ほ

ど

“

感

動

す

る

！

，

ほ

ん

と

う

で

す

か

，

．

恐

し

い

で

す

ね

亡

。

先

生

が

座

を

外

し

た

と

き

「

先

生

は

ほ

ん

と

う

に

お

客

様

の

こ

と

を

思

っ

て

い

る

ん

で

す

ね

」

と

い

い

、

先

生

が

祈

稿

の

た

め

抜

け

た

と

き

「

こ

の

ッ

ポ

を

通

じ

て

、

ご

先

祖

、

ご

子

孫

が

報

わ

れ

て

い

く

ん

で

す

か

ら

、

苦

労

の

し

が

い

が

あ

り

ま

す

ね

。

金

銭

面

に

お

い

て

も

色

々

な

事

情

が

あ

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

ご

先

祖

の

冥

福

と

ご

子

孫

の

繁

栄

を

祈

り

つ

つ

決

意

さ

れ

た

ら

い

い

で

す

ね

。

案

外

小

売

価

格

一

0
0、

0
0
0円の印
鑑

の

各

段

階

卸

値

、1
0、

0
0
0く、二

五

、

O
O
Oピ、
三

0、

000---.,

r
 1

0
0、

000---.,

冒

口

oo:̀i

り

一

[

¥

利

益

一

五

、

0
0
0円利益
五

、

0
0
0円

利

益

七

0、

O
O
0円

こ

の

日

の

為

に

準

備

さ

れ

て

あ

っ

た

人

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

た

と

え

ば

定

期

預

金

と

か

、

保

よ

と

か

、

株

が

う

ま

く

当

っ

た

と

か

」

そ

し

て

、

こ

の

「

ヨ

ハ

ネ

ト

ー

ク

」

rば
、

「

お

客

様

の

ウ

イ

ー

ク

・

ボ

イ

ン

ト

を

つ

か

む

た

サ

に

」

と

し

て

「

①

自

殺

者

は

い

な

い

か

②

精

神

病

者

は

い

な

い

か

・

・

・

…

⑫

短

命

の

家

系

で

は

な

い

か

…

…

⑫

高

化

独

身

者

は

い

な

い

か

」

な

ど

、

客

選

び

の

二

十

二

の

甚

準

が

書

い

て

あ

る

。

統

一

教

会

は

、

と

く

に

五

十

三

年

ご

ろ

か

ら

資

金

集

め

に

や

っ

き

と

な

っ

た

が

、

五

十

三

年

か

ら

五

十

四

年

に

か

け

、

二

十

一

日

、

百

二

十

日

、

五

十

日

、

八

十

日

と

い

う

「

経

済

路

程

L
を

、

下

部

教

会

員

に

指

示

し

て

い

た

。

こ

の

間

の

目

標

額

は

一

人

一

日

一

万

円

、

一

年

間

に

二

百

七

十

万

円

の

献

金

で

あ

っ

た

。

そ

の

後

、

こ

の

ノ

ル

マ

は

上

が

る

一

方

で

、

末

端

の

信

者

ま

で

に

月

々

百

万

円

も

の

献

金

を

求

め

る

よ

う

に

な

っ

た

。普

通

の

方

法

で

、

一

般

教

会

員

が

こ

れ

だ

け

の

金

を

集

め

る

の

は

困

難

で

あ

る

。

そ

れ

を

達

成

す

る

に

は

、

手

段

を

選

ば

ず

、

強

引

な

セ

ー

ル

ス

に

狂

奔

す

る

よ

り

な

い

。

販

売

の

や

り

方

が

よ

り

過

激

に

、

詐

欺

的

に

、

取

り

扱

い

商

品

が

よ

り

高

額

な

も

の

へ

と

エ

ス

カ

レ

ー

ト

し

た

の

は

当

然

だ

っ

た

ろ

う

。

こ

こ

ま

で

書

く

と

い

う

こ

と

は

、

私

た

ち

の

青

春

を

全

否

定

す

る

決

断

と

身

の

危

険

を

党

悟

し

た

上

で
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これが「1を一教会」の秘部だ

一喝＝
観光にピジネスに、誠実なサービス

と適切な科金でこ奉仕する

澤急ホテルチエーンI
新阪急ホテル
大阪駅から歩いて1分｀客室10お室の
シティホテル
呻ー372-5101

京都新阪急ホテル
国鉄）k都駅前、古都の観光にもビジ
ネスにもうってつけ
ffll75-343-5300 

宝塚ホテル
歌劇と社の都・宝ほの美しい環境に
ある本格派ホテル
乞rG797-87-ll5!

六甲山ホテル
チャペルては日躍日に礼汗ぃ行われ、
女性に人気のクラシックホテル
1:t078ー甜1-0301

大阪エアポートホテル
大阪国際空港ビルの中、近代的なビ
ジネスホテル
て06-855-46"1

千里阪急ホテル
清澄な空気と緑9こ囲まれた南欧属の
ホテル
ff06-872-2211 

梅田OSホテル
大阪は御党筋に面したシングル主体
のピジネスホテル
ff06-3!2-3331 
看面ビューホテル
哀六LPのイi．馬温泉にある全館和主・
の観光ホテル
ffll7 8-904-2295 

天橋立ホテル
日本三菜の天橋立が眺望出米る海
辺のホテル
だ印7722-2-4Ill 

広島ステーションホテル
囚鉄広誌駅階上にある交通至便のヒ，
ジオ・スホテル
'0082-262-3201 

呉阪急ホテル ド
瀬戸内観光の起点、共市の中心部にi
あり、観光にビジネスに最適
ロ咽 23-21-1281

キリシマオーホテル
雄大なキリシマ国立公l団に立地し桜恥

の
こ
と
で
あ
る
。
信
じ
難
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
宗
教
法
人
、
統
一
教
会
の
地
方
組
織
だ
っ
た
各

教
会
は
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
セ
ー
ル
ス
の
支
店
に
変

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
宗
教
法
人
、
世
界
基
督
教
統

一
神
霊
協
会
の
看
板
が
掛
か
っ
て
い
る
の
は
、
東
京

し
よ
う
と
う

渋
谷
区
松
濤
町
に
あ
る
本
部
教
会
た
だ
一
ヵ
所
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
点
を
衝
か
れ
る
と
、
統
一
教
会
側
も

事
業
本
部
の
ハ
ッ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
側
も
、
両
者
は
全

く
関
係
の
な
い
別
組
織
で
あ
る
と
抗
議
す
る
。
た
し

か
に
、
法
人
登
記
上
の
役
員
な
ど
、
同
一
人
物
が
両
者

に
ま
た
が
っ
て
名
前
を
出
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
税
務
対
策
に
登
記
役
員
の
名
を
璽
複
し
な

い
よ
う
に
す
る
の
は
、
統
一
教
会
、
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー

ル
ド
で
な
く
と
も
、
世
間
の
法
人
組
織
で
よ
く
な
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

が
、
統
一
教
会
と
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
が
、
統
一

教
会
の
資
金
づ
く
り
の
た
め
の
一
体
組
織
で
あ
る
こ

と
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド

の
古
田
元
男
社
長
が
統

一
教
会
の
経
済
担
当
副
会
長
で
あ
る
こ
と
に
ま
ず
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
統
一
教
会
本
部
局
長
会
議
で
、

分
担
金
の
割
り
あ
て
や
、
収
益
の
報
告
が
な
さ
れ
て

い
た
。
さ
ら
に
、
教
会
の
マ
ル
秘
資
料
な
ど
に
、
販

売
会
社
と
統
一
教
会
の
確
認
事
項
と
い
っ
た
形
で
、

次
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
る
。

「
各
教
会
は
事
業
部
と
の
交
渉
窓
口
と
な
る
責
任
者

を
決
め
、
そ
の
人
が
一
切
の
処
慨
に
あ
た
っ
て
下
さ

し
」「

教
会
独
自
で
壺
展
を
開
く
場
合
は
前
も
っ
て
計
画

を
美
工
部
長
（
ハ
ッ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
傘
下
の
世
界
の

し
あ
わ
せ
社
）
に
知
ら
せ
て
下
さ
い
」

「
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
場
合
、
必
ず
販
社
の
専
務
へ

報
告
し
、
指
示
を
受
け
て
、
処
理
し
て
下
さ
い
」

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
経
済
路
程
は
、
久
保
木
会
長

を
中
心
と
し
、
日
本
食
ロ
一
丸
と
な
っ
て
、
全
体
勝

利
が
エ
パ
国
の
実
絨
と
な
る
」

「
経
済
の
集
金
さ
れ
た
分
は
、
会
長
、
古
田
局
長

（
古
田
ハ

ッ
ピ

ー
ワ
ー
ル
ド
社
長
・
現
経
済
担
当
副

会
長
）
で
も
っ
て
処
分
、
他
は
一
切
関
知
し
な
い
」

「
経
済
組
織
に
な
っ
た
天
の
は
か
ら
い
（
「
文
鮮
明

氏
」
の
指
示
を
さ
す
）
は
、
日
本
が
枇
界
経
済
基
盤

と
い
う
外
的
経
済
心
情
基
準
を
つ
く
っ
て
、
世
界
に

国
家
一
丸
と
な
っ
て
外
的
経
済
基
盤
を

つ
く
っ
た
と

い
う
実
績
を
示
す
為
で
あ
り
、
ま
た
、
久
保
木
会
長
を

ハ
ッ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
会
蛉
と
し
な
が
ら
、
全
食
口

が
社
員
と
な
り
、
自
社
製
品
販
売
が
大
前
提
て
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
世
界
の
ハ
ッ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
と
し

て
、
世
界
と
経
済
碁
盤
を
つ
く
る
こ
と
と
な
り
、
ま

た
、
国
内
に
お
い
て
は
、
今
後
の
ホ
ー
ム

チ
ャ
ー
チ

と
経
済
と
の
一
体
化
へ
の
天
の
は
か
ら
い
を
実
現
さ

せ
る
碁
盤
と
な
る
と
思
い
ま
す
」
（
「
文
鮮
明
氏
」
か

ら
の
局
蛉
会
議
へ
の
指
示
事
項
）

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
経
済
第
一
主
義
へ

と
日
本
教
会
が
変
質
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
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出
張
・
残
業
•
お
付
合
い
。

体
か
衰
本
の
ピ
ジ
ネ
ス

マ
ン
。
と

に

か

く

健

康

第

一

。

し

か

し

、

最

も

気

を

つ

け

た

い

食

生

活

は

仕

事

に

追

わ

れ

て

ま

ま

な

ら

ず

。

そ

こ

で

毎

朝

ス

ー

パ

ー

オ

ー

ク

カ

を

カ

ッ

プ

に

一

杯

。

栄

蓑

索

と

酵

素

の

バ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

‘

理

想

的

な

健

康

酵

索

飲

料

。

食

事

の

原

点

こ

こ

に

あ

り

。

だ

か

ら

、

今

日

も

一

日

快

調

で

す

。

そ

れ

が

す

べ

て

「

文

氏

」

の

命

令

、

圧

力

に

よ

る

も

の

で

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

昭

和

四

十

七

年

、

「

文

鮮

明

氏

」

は

、

も

と

も

と

日

本

統

一

教

会

の

事

業

部

門

で

あ

る

ハ

ッ

ピ

ー

ワ

ー

ル

ド

を

、

日

本

教

会

か

ら

分

離

さ

せ

た

。

ハ

ッ

ビ

ー

ワ

ー

ル

ド

は

、

日

本

の

た

め

で

な

く

、

世

界

の

た

め

に

働

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

の

が

、

そ

の

名

目

で

あ

っ

た

。

そ

れ

以

後

、

事

業

部

門

に

よ

る

日

本

統

一

教

会

へ

の

献

金

は

停

止

し

、

収

益

は

す

ぺ

て

「

文

氏

」

へ

直

接

納

金

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。

こ

の

結

果

、

日

本

教

会

は

全

経

喪

を

地

方

組

織

か

ら

徴

収

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

り

、

各

地

方

教

会

へ

人

蓉

茶

販

売

と

カ

ン

パ

活

動

を

奨

励

し

、

新

た

に

事

業

部

門

を

設

け

る

よ

う

に

指

導

し

た

。

五

十

年

、

経

済

一

本

化

と

い

う

方

針

が

出

さ

れ

た

。

地

方

教

会

に

所

属

す

る

経

済

活

動

従

事

者

は

、

全

員

ハ

ッ

ビ

ー

ワ

ー

ル

ド

に

吸

収

さ

れ

る

と

い

う

も

の

だ

っ

た

。

教

会

事

業

部

門

よ

り

も

、

ハ

ッ

ピ

ー

ワ

ー

ル

ド

の

方

が

、

収

益

率

が

高

い

と

い

う

理

由

だ

っ

た

。

五

十

三

年

か

ら

五

十

四

年

に

か

け

、

統

一

教

会

関

連

の

全

組

織

が

集

金

活

動

に

専

念

す

る

期

問

ー

ー

経

済

路

程

が

設

定

さ

れ

た

こ

と

は

す

で

に

書

い

た

が

、

翌

五

十

五

年

、

統

一

教

会

の

構

造

を

完

全

に

変

質

さ

せ

る

、

「

文

氏

L
か

ら

の

命

令

が

出

た

。

そ

れ

は

、

経

済

局

の

設

罹

と

、

古

田

元

男

ハ

ッ

ビ

ー

ワ

ー

ル

ド

社

長

の

経

済

局

長

就

任

で

あ

る

。

そ

の

際

の

内

容

の

一

部

が

、

先

に

紹

介

し

た

局

長

会

議

に

提

出

さ

れ

た

指

示

事

項

で

あ

る

。
こ

の

指

示

事

項

の

中

で

重

要

な

点

は

、

統

一

教

会

の

地

方

組

織

を

統

括

す

る

桜

井

設

雄

伝

道

局

長

が

、

ハ

ッ

ピ

ー

ワ

ー

ル

ド

の

古

田

社

長

の

部

下

に

な

っ

た

こ

と

で

あ

る

。

こ

の

時

の

「

文

氏

」

の

命

令

で

、

統

一

教

会

と

ハ

ッ

ピ

ー

ワ

ー

ル

ド

の

上

下

閃

係

は

逆

転

し

た

。

そ

の

結

果

、

統

一

教

会

の

久

保

木

会

長

は

完

全

に

タ

ナ

上

げ

さ

れ

て

、

組

織

運

営

の

実

権

を

失

い

、

統

一

教

会

お

よ

び

関

連

の

諸

団

体

が

、

こ

と

ご

と

く

大高酵素原液 、

;-A-99-5919 

健康維持に

食生活改善に

生野菜不足に

スタミナ補給に

ハ

ッ

ビ

ー

ワ

ー

ル

ド

の

実

質

的

な

子

会

社

と

な

り

、

経

済

集

金

活

動

に

狂

奔

す

る

と

い

う

、

今

日

の

状

態

が

生

れ

た

の

で

あ

る

。

私

は

、

こ

の

統

一

教

会

の

経

済

第

一

主

義

へ

の

変

質

を

危

険

だ

と

感

じ

、

局

長

会

議

の

席

で

何

度

も

修

正

の

発

言

を

し

た

。

そ

し

て

先

に

書

い

た

指

示

事

項

が

出

さ

れ

た

時

は

、

た

ま

り

か

ね

て

「

経

済

体

制

に

提

案

」

と

い

う

文

書

を

本

部

に

提

出

し

た

。

そ

の

中

で

私

は

「

経

済

チ

ェ

ッ

ク

に

よ

る

、

全

組

織

の

心

霊

、

生

活

の

支

配

も

意

図

さ

れ

て

い

る

L
「

ハ

ッ

ビ

ー

ワ

ー

ル

ド

は

日

本

統

一

教

会

運

動

の

経

済

と

い

う

一

部

門

の

担

当

で

あ

る

。

…

…

経

済

路

程

期

間

で

あ

る

か

ら

、

あ

る

い

は

経

済

優

先

だ

か

ら

と

い

う

脱

術

に

よ

っ

て

、

（

伝

道

、

勝

共

、

渉

外

な

ど

他

の

部

門

の

）

そ

れ

ぞ

れ

の

個

性

的

運

動

が

破

壊

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

で

は

、

日

本

統

一

教

会

の

全

組

織

は

、

金

を

集

め

る

た

め

だ

け

の

存

在

と

な

り

、

や

が

て

社

会

か

ら

孤

立

し

て

ゆ

く

」

と

書

い

た

。

小
樽
・
伊
逢
・
盛
岡
・
仙
台
・
大
阪
•
福
岡
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これが「統ー教会」の秘部だ

五
十
八
年
五
月
、
済
州
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
た
幹
部
会
議
で
、
「
文
鮮
明
氏
」
は
、
四
年
間

か
か
っ
て
、
教
会
と
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
一
本
化

が
や
っ
と
終
了
し
た
と
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
自
分

の
思
い
通
り
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
、
満
足
感
が
現
れ
て
い
た
。

世
界
日
毅
事
件
か
ら
約
八
カ
月
間
、
「
文
鮮
明
氏
」
、

そ
し
て
そ
れ
に
盲
従
す
る
統
一
教
会
幹
部
が
、
成
功

さ
せ
よ
う
と
懸
命
に
祈
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
暗

躍
し
て
き
た
こ
と
が
、
二
つ
あ
っ
た
。
―
つ
は
、
ア

メ
リ
カ
で
脱
税
の
罪
に
問
わ
れ
一
審
、
二
審
で
有
罪

と
さ
れ
て
い
る
「
文
鮮
明
氏
」
の
上
告
審
で
の
無
罪

獲
得
で
あ
り
、
他
の
―
つ
は
、
十
一
月
に
東
京
で
開

催
を
f
定
し
て
い
る
「
世
界
メ
デ
ィ
ア
会
議
L

に
参

加
す
る
た
め
の
「
文
鮮
明
氏
L

の
日
本
入
国
ピ
ザ
の

取
得
で
あ
る
。

金
集
め
の
百
二
十
日
路
程
の
勝
利
を
か
か
げ
た

「
子
女
の
日
」
の
指
示
の
中
で
、
先
に
書
い
た
「
大

石
様
と
エ
バ
国
家
が
心
情
一
体
と
な
り
ま
す
よ
う

に
L

と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
「
裁
判
の
勝
利
を
さ

せ
て
下
さ
い
。
最
高
裁
に
上
告
さ
れ
、
勝
利
で
き
ま

す
よ
う
に
」
と
責
任
者
に
特
別
祈
話
を
命
じ
て
き

た
。
し
か
し
こ
の
「
文
氏
」
と
統
一
教
会
幹
部
の
祈

む

ざ

ん

り
は
、
無
漸
に
も
哀
切
ら
れ
た
。
五
月
十
四
日
、
米

連
邦
最
高
裁
は
、
米
司
法
省
の
上
告
棄
却
要
求
を
受

け
い
れ
、
「
文
鮮
明
氏
」
の
上
告
を
却
下
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
「
文
氏
」
は
下
級
審
の
判
決
ど
お
り
、
一

年
六
カ
月
の
懲
役
刑
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

つ
こ
。t
 

「
文
氏
」
は
、
一
九
七
三
年
か
ら
七
五
年
に
か
け

て
、
個
人
名
義
の
銀
行
預
金
の
利
子
約
十
一
万
二
千

ド
ル

の
脱
税
を
は
か
り
、
ま
た
五
万
ド
ル
相
当
の
株

券
の
譲
渡
を
受
け
た
こ
と
を
申
告
せ
ず
、
虚
偽
の
所

得
申
告
を
し
た
と
の
理
由
で
起
訴
さ
れ
、
米
連
邦
ニ

手
軽
に
体
の
大
そ
う
じ
。
便
秘
・
肌
荒
れ
・
太
り
気
味
。
悩

み
の
原
因
は
、
不
規
則
な
食
生
活
。
そ
ん
な
時
、
私
は
ス
ー
パ

ー
オ
ー
タ
カ
だ
け
の

3
日
間
酵
索
絶
食
，
空
腹
感
も
な
く
‘
い
一
H

つ
も
通
り
に
仕
事
も
で
き
ま
す
。
絶
食
後
の
体
は
宿
便
や
毒
素

か
排
泄
さ
れ
て
ス
カ
ー
ッ
と
軽
や
か
。
お
肌
は
す
べ
す
べ
、
ぐ

っ
と
若
返
っ
た
う
れ
し
さ
で
す
。

北
海
道
の
大
自
然
の
中
で
育
っ
た
6
0
数

種
類
の
植
物
群
を
原
料
と
し
た
植
物
性

複
合
酵
素
で
す
。
食
生
活
改
蕃
・
健
康

管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

米
国
に
お
け
る
脱
税
裁
判

酬稟原液

ュrーパづ””
1200..t 5 800円
720.t 3 800円

健康と文容に奉｛i：して50年

R火而蒻棄
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・ゞ°ふ、

ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
裁
で
五
十
七
年
七
月
十
六
日
、
懲
役

十
八
カ
月
、
罰
金
二
万
五
千
ド
ル
の
判
決
を
い
い
渡

さ
れ
て
い
た
。
「
文
鮮
明
氏
」
側
弁
護
士
が
た
だ
ち

に
控
訴
の
手
続
き
を
と
り
、
保
釈
金
二
十
五
万
ド
ル

で
収
監
を
免
れ
た
が
、
控
訴
を
う
け
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
高
裁
は
五
十
八
年
九
月
十
三
日
、
第
一
審
支
持
の

有
罪
判
決
を
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
弁
護
側
は
、
控

訴
審
判
決
が
二
対
一
の
分
立
裁
定
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
少
数
意
見
が
同
裁
判
の
「
宗
教
弾
圧
」
性
を
明

ら
か
に
主
張
し
て
い
る
な
ど
を
理
由
に
、
こ
の
一
月

二
十
六
日
、
米
連
邦
最
高
裁
に
上
告
手
続
き
を
と
っ

て
い
た
。
米
連
邦
最
高
裁
は
、
書
類
審
査
を
行
っ
て

上
告
を
許
可
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
下
す
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
結
論
は
裁
判
日
程
発
表
の
六
月
ご
ろ

と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
米
連
邦
最
高
裁
は
予
定
よ

り
も
一
カ
月
早
く
、
「
文
氏
」
側
に
は
厳
し
い
結
論

を
下
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
う
け
て
米
司
法
省

ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
「
六
月
十
八
日
か
ら
刑
に
服
す
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る
よ
う
に
文
被
告
側
に
通
告
し
た
」
（
朝
日
新
聞
五

月
十
五
日
付
）
と
述
ぺ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
文
氏
」

の
収
監
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
但
し
、

刑
執
行
ま
で
の
猶
予
期
間
に
国
外
退
去
す
れ
ば
、
収

監
を
免
れ
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
「
文
氏
」
が
服

役
と
国
外
逃
亡
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

十
年
間
本
拠
と
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
去
ら
ね
ば

な
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
「
文
氏
」
と
統
一
教

会
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
な
痛
手
で
あ
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。

昨
年
十
一
月
以
来
「
文
鮮
明
氏
」
は
保
釈
金
を
積

ん
で
韓
国
に
帰
り
、
勝
共
後
援
会
の
名
目
で
地
方
回

り
を
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
今
年
の
年
頭
標

語
の
「
祖
国
創
建
」
も
、
ア
メ
リ
カ
を
去
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
場
合
を
f
期
し
て
の
、
韓
国
で
の
受
け
皿
づ
く

り
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

ウ
ル
グ
ア
イ
で
の
大
が
か
り
な
拠
点
づ
く
り
も
、
韓

国
に
次
ぐ
拠
点
づ
く
り
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
、
日

本
部
隊
の
新
し
い
活
動
の
場
と
し
て
、
南
米
に
目
を

つ
け
て
の
動
き
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
「
文
氏
」
の
脱
税
裁
判
と
関
連
し
て
、
日
本

の
統
一
教
会
が
昨
年
来
千
な
い
し
二
千
人
の
青
年
男

女
信
者
の
渡
米
計
画
を
進
め
て
い
る
事
実
も
見
逃
せ

な
い
。
事
実
、
こ
の
三
月
四
日
、
東
京
三
腐
市
の
三
腐

市
公
会
堂
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
、
国
際
勝
共
連
合
三

腐
支
部
主
催
の
「
日
本
の
平
和
と
安
全
を
守
る
大
会
」

で
、
河
西
徹
夫
勝
共
連
合
事
務
総
長
が
「
民
主
党
候

補
が
当
選
す
れ
ば
、
日
米
関
係
は
危
険
に
な
る
。
ぜ

ひ
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
を
再
選
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
「
レ
ー
ガ
ン
再
選
を
か
け
て
平
日
年
活

動
家
千
五
百
人
を
ア
メ
リ
カ
ヘ
派
遣
中
だ
」
と
演
説

し
た
。
四
年
前
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
際
も
、

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
応
援
に
勝
共
連
合
の
活
動
家
が
渡

米
し
て
い
る
が
、
今
回
の
大
鼠
の
メ
ン
バ
ー
の
派
逍

は
、
明
ら
か
に
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
に
取
り
入
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
文
氏
」
裁
判
を
有
利
に
も
ち
こ
も
う

と
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

つ
け
加
え
れ
ば
、
こ
の
信
者
青
年
男
女
の
大
量
の

ア
メ
リ
カ
派
遣
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
信
者
、
と
く
に

若
い
信
者
の
減
少
に
よ
る
パ
ラ
や
絵
売
り
な
ど
の
経

済
活
動
の
低
下
を
、
よ
く
働
く
日
本
の
青
年
男
女
信

者
で
埋
め
合
せ
よ
う
と
す
る
ね
ら
い
も
あ
り
、
バ
ス

ボ
ー
ト
や
ピ
ザ
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
子
供
の
動
き

に
驚
い
た
親
た
ち
約
八
十
人
が
、
一
月
三
十
一
日
在

ロ
ア
メ
リ
カ
大
使
館
へ
行
き
、
「
入
国
査
証
発
給
差

し
止
め
に
関
す
る
お
願
い
L

の
陳
情
書
を
渡
す
と
い

う
事
態
も
起
っ
て
い
る
。

世
界
メ
デ
ィ
ア
会
議
は
、
「
文
鮮
明
氏
L

の
指
示
で
、

去
る
五
十
二
年
以
来
、
毎
年
開
か
れ
て
い
る
。
今
年

の
第
七
回
会
議
を
東
京
で
開
く
こ
と
に
決
定
し
た
の

は
、
世
界
日
報
事
件
で
統
一
教
会
の
社
会
的
評
価
が

だかジ失
゜回ャ墜

復 l し
し ナ ‘
よ リ そ
う ス れ
と卜ま
いがで
う離協
のれカ
がて的
、し、だ

最つつ

大たた
のこ学
理と者

麿竺文岐阜県飛騨古/II

よ何化渡辺醸

うと人 瓢ー

も
う
一
っ
は
、
こ
れ
ま
で
入
国
ピ
ザ
の
出
た
こ
と

の
な
い
「
文
鮮
明
氏
」
へ
の
ピ
ザ
を
こ
の
会
議
に
向

け
て
日
本
政
府
に
発
給
さ
せ
、
日
本
政
府
に
統
一
教

会
と
「
文
鮮
明
氏
L

を
公
に
、
正
式
に
、
I
f
認
知
“
さ

せ
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

「
文
鮮
明
氏
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
五
十
四
年

以
来
三
度
統
一
教
会
か
ら
日
本
政
府
に
対
し
入
国
ピ

ザ
の
発
給
申
請
を
行
っ
た
が
、
日
本
政
府
は
発
給
し

て
い
な
い
。
そ
れ
は
「
文
氏
」
が
五
十
年
二
月
に
入

国
し
た
際
、
通
過
ピ
ザ
で
あ
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
武

道
館
で
布
教
講
演
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
五
十
三
年

九
月
日
本
に
通
過
ピ
ザ
で
入
国
し
た
際
も
、
埼
玉
県

神
川
村
で
千
六
百
十
組
の
合
同
婚
約
式
を
行
っ
た
こ

と
が
、
日
本
国
内
で
は
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
を
行

っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
入
国
管
理
法
に
抵
触
し
た

と
し
て
、
そ
れ
以
後
の
発
給
拒
否
の
理
由
と
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

第
一
回
目
は
、
五
十
四
年
六
月
、
「
文
氏
」
の
韓
国

帰
途
中
十
日
間
の
通
過
ピ
ザ
を
出
し
て
ほ
し
い
と
申
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これが「統ー教会」の秘部だ

請
し
た
際
、
法
務
省
側
が
発
給
を
し
ぶ
っ
た
。
そ
の

七
月
、
衆
院
法
務
委
員
会
で
横
山
利
秋
社
会
党
議
員

の
質
問
に
対
し
、
法
務
省
入
管
局
長
は
「
単
純
な
通

過
目
的
な
ら
ば
入
国
を
認
め
る
」
「
た
だ
し
、
過
去

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
、
統
一
教
会
、
原

理
運
動
、
勝
共
連
合
の
い
か
な
る
集
会
、
会
合
に
も

出
席
し
な
い
旨
の
誓
約
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
い
る
L

と
答
弁
し
た
。
こ
の
よ
う
な
法
務
省

の
強
い
姿
勢
か
ら
、
自
民
党
の
山
崎
武
三
郎
氏
ら
に

依
頼
し
た
発
給
交
渉
も
功
を
奏
さ
ず
、
「
文
氏
」
は
入

国
を
断
念
し
た
。

第
二
回
目
は
五
十
六
年
、
「
文
氏
L

は
合
同
結
婚
式

を
日
本
で
行
お
う
と
ピ
ザ
の
発
給
交
渉
を
統
一
教
会

に
指
示
、
教
会
側
は
教
会
と
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
顧

問
弁
護
士
で
、
教
会
、
勝
共
、
ハ

ッ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

の
組
織
を
あ
げ
て
選
挙
応
援
を
し
た
自
民
党
の
高
村

正
彦
代
議
士
と
、
山
崎
武
三
郎
代
譲
士
に
衷
交
渉
を

依
頼
し
、
法
務
省
側
は
、
東
海
大
学
大
学
院
に
留
学

中
の
前
妻
の
長
男
文
型
進
氏
に
面
会
す
る
と
い
う
名

目
で
、
通
過
ピ
ザ
を
発
給
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し

こ
ん
ど
は
「
文
氏
」
の
方
が
、
合
同
結
婚
式
を
実
行

す
る
こ
と
を
法
務
省
に
承
認
さ
せ
、
宗
教
活
動
を
目

的
と
す
る
ピ
ザ
を
と
れ
と
い

っ
て
き
た
た
め
、
こ
れ

も
ご
破
算
と
な
っ
た
。

第
三
回
目
は
、
五
十
七
年
十
月
十
四
日
、
韓
国
ソ

ウ
ル
で
行
わ
れ
た
五
千
八
百
三
十
七
組
の
史
上
最
高

の
大
合
同
結
婚
式
と
か
ら
ん
で
い
る
。
そ
の
三
カ
月

前
の
七
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
二
千
七
十
五
組
の
合

同
結
婚
式
が
行
わ
れ
、
「
文
鮮
明
氏
」
は
つ
づ
い
て

十
月
に
日
本
で
合
同
結
婚
式
を
行
う
こ
と
を
表
明
、

そ
の
準
備
を
指
示
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
日
本
統
一

教
会
側
は
、
再
び
自
民
党
、
さ
ら
に
民
社
党
代
議
士

な
ど
を
動
か
し
て
、
当
時
の
坂
田
法
務
大
臣
に
ピ
ザ

発
給
の
働
き
か
け
を
行
う
一
方
、
名
古
屋
市
体
育
館

を
信
者
大
会
名
目
で
借
り
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、

坂
田
法
相
、
法
務
省
側
は
こ
ん
ど
も
ピ
ザ
発
給
に
首

を
た
て
に
ふ
ら
な
か
っ
た
。

今
年
十
一
月
の
「
世
界
メ
デ
ィ
ア
会
議
」
へ
の

「
文
氏
」
の
入
国
に
つ
い
て
は
、
日
本
統
一
教
会
は
先

の
二
回
目
の
と
き
と
同
様
、
滞
日
中
の
長
男
文
聖
進

氏
に
面
会
す
る
と
い
う
名
目
を
用
い
て
、
法
務
省
と

ピ
ザ
発
給
の
交
渉
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
も
今
回

の
米
連
邦
最
高
裁
の
上
告
棄
却
決
定
に
よ
っ
て
、
全

て
水
泡
に
怖
し
た
。
こ
の
四
月
十
一
日
の
衆
院
法
務

委
員
会
で
、
法
務
省
入
管
局
長
は
入
管
法
第
五
条
を

引
用
し
て
「
日
本
国
又
は
日
本
国
以
外
の
国
の
法
令

に
違
反
し
て
、
一
年
以
上
の
懲
役
若
く
は
禁
錮
」
「
に

処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
者
。
こ
れ
は
上
陸
を
拒
否

す
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
文
鮮
明

氏
」
の
日
本
入
国
は
ほ

ぼ
永
久
に
不
可
能
に
な
っ
た

と
い
え
よ
う
。

「
文
鮮
明
氏
」
の
最
終
目
的
は
何
か
と
い
う
と
一
国

の
「
王
」
で
あ
る
。
か
ね
が
ね
「
文
鮮
明
氏
」
は
、

北
朝
鮮
の
金
日
成
を
サ
タ
ン
側
の
ア
ダ
ム
（
再
臨
主
）

と
呼
び
、
自
分
を
神
側
の
ア
ダ
ム
（
再
臨
主
）
と
自

称
し
て
き
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
神
側
、
サ
ク
ン

側
の
双
方
の
ア
ダ
ム
が
戦
い
、
金
日
成
を
打
ち
破
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
表
現
し
て
き
た
。
そ
の
た
め

に
は
ま
ず
、
「
文
鮮
明
氏
」
が
韓
国
の
金
日
成
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
韓
国
に
文
王
朝
を
建
て
た

い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
十
数
年
前

ま
で
は
、
単
な
る
宗
教
家
の
空
想
で
あ
り
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
在
「
文

氏
」
の
中
で
具
体
的
野
望
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ

ま
で
「
文
氏
」
を
舞
い
上
が
ら
せ
た
の
が
、
日
本
人

会
員
に
よ
る
二
千
億
円
以
上
の
納
金
で
あ
っ
た
。
ま

た
そ
れ
に
よ
っ
て
買
わ
れ
た
、
学
者
、
文
化
人
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
政
治
家
そ
の
他
の
人
々
の
組
織
で

あ
り
信
用
で
あ
っ
た
。

良
識
あ
る
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
、
愛
国
者
は
、
こ
の
実

体
を
は
っ
き
り
知
っ
て
、
統
一
教
会
、
勝
共
連
合
を

腹
中
の
毒
と
し
て
排
泄
す
る
ぺ
き
で
あ
る
。
彼
ら
は

平
和
教
授
ア
カ
デ
ミ
ー
、
学
際
会
議
、
科
学
の
統
一
に

関
す
る
国
際
会
議
、
世
界
メ
デ
ィ
ア
会
議
、
知
識
、
世

界
日
報
な
ど
、
様
々
な
顔
を
も
っ
て
接
近
し
て
く
る
。

こ
の
統
一
教
会
、
勝
共
連
合
か
ら
、
日
本
の
良
識
と

伝
統
精
神
、
そ
し
て
多
く
の
青
年
男
女
を
守
り
た
い

と
い
う
の
が
、
私
た
ち
の
現
在
の
心
境
で
あ
る
。
C
9
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